
(57)【要約】

【課題】　扉等の移動可能な部品を確実にロックし、且

つ、ユーザの意図にあわせて確実に解除できる技術を提

供する。

【解決手段】　家具は、１個の家具ケースと、この家具

ケースの中又はこの家具ケースに移動自在に軸受けされ

ている家具部品と、閉姿勢から最初の開姿勢までこの移

動自在の家具部品を移動させるための少なくとも１個の

放出部材と、この放出部材のためのロック自在な１台の

駆動装置と、その駆動装置のロックを解除するロック解

除装置を装備している。ロック解除部材(２６)は、移動

自在の家具部品(３)が閉姿勢（S）の場合に、家具部品

（３）に遊び無しに隣接するように形成され、配置され

ている、ロック解除機構(２５)の１部である。

【選択図】図６ａ
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 １ つ の 家 具 ケ ー ス と 、 こ の 家 具 ケ ー ス 中 又 は こ の 家 具 ケ ー ス に 接 し て 移 動 自 在 に 軸 受 け
さ れ て い る １ 個 の 家 具 部 品 と 、 こ の 移 動 自 在 な 家 具 部 品 を 閉 姿 勢 か ら 最 初 の 開 姿 勢 ま で 移
動 さ せ る た め の 少 な く と も １ 個 の 放 出 部 材 と 、 こ の 放 出 部 材 の た め の 少 な く と も １ 個 の ロ
ッ ク 可 能 な 駆 動 装 置 を 持 っ て い る 放 出 装 置 と 、 こ の 駆 動 装 置 の ロ ッ ク を 解 除 す る た め の 一
つ の ロ ッ ク 解 除 部 材 を 備 え て い る 家 具 で あ っ て 、
こ の ロ ッ ク 解 除 部 材 は 移 動 自 在 の 家 具 部 品 を 用 い て 操 作 可 能 で あ り 、
前 記 ロ ッ ク 解 除 部 材 (２ ６ )は ロ ッ ク 解 除 機 構 (２ ５ )の 一 部 で あ り 、 該 ロ ッ ク 解 除 機 構 は 、
前 記 ロ ッ ク 解 除 部 材 (２ ６ )を 前 記 移 動 自 在 な 家 具 部 品 (３ )に 閉 姿 勢 (S)の ま ま 遊 び 無 し に
隣 接 す る よ う に 形 成 さ れ 、 か つ 設 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 家 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ロ ッ ク 解 除 機 構 (２ ５ )は 、 前 記 ロ ッ ク 解 除 部 材 (２ ６ )以 外 に 、 偏 心 輪 の 形 を 呈 し て
い る １ 個 の 回 転 体 (３ ３ )を 備 え て お り 、 そ こ に お い て 前 記 ロ ッ ク 解 除 部 材 (２ ６ )と 前 記 回
転 体 (３ ３ )は 歯 車 に よ り 連 結 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 家 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 回 転 体 (３ ３ )は 動 力 蓄 積 体 と し て 形 成 さ れ て い る リ タ ー ン 部 材 (３ ７ 、 ４ ３ )か ら の
衝 撃 を 受 け る よ う に 構 成 さ れ て お り 、 更 に 好 適 に は 、 放 出 部 材 (５ )に 設 置 さ れ て い る 駆 動
歯 車 (４ １ )と 噛 み 合 う べ く 形 成 さ れ て お り 、
　 移 動 さ れ た 当 該 駆 動 歯 車 (４ １ )が 前 記 回 転 体 (３ ３ )と 噛 み 合 っ た 結 果 、 前 記 回 転 体 (３
３ )が 回 転 中 の 前 記 動 力 蓄 積 体 に 動 力 を 蓄 積 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載
の 家 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 リ タ ー ン 部 材 (３ ７ 、 ４ ３ )の 作 用 力 が 、 ヒ ン ジ (２ ８ )、 又 は 、 そ れ に よ っ て 前 記 移
動 自 在 の 家 具 部 品 (３ )が 閉 姿 勢 （ S） に 支 持 さ れ て い る 補 助 駆 動 装 置 (２ ３ )の 作 用 力 よ り
弱 い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 家 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ロ ッ ク 解 除 機 構 (２ ５ )が 、 レ バ ー 状 の 連 結 部 品 (３ ８ )を 介 し て ロ ッ ク 機 構 (１ ５ 、
１ ６ 、 １ ７ )と 結 ば れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 家
具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ロ ッ ク 解 除 機 構 (２ ５ )は 、 少 な く と も １ 個 の ロ ッ ク 解 除 部 材 (２ ６ )と 、 更 に 好 適 に
は 偏 心 輪 の 形 を 呈 し て い る １ 個 の 回 転 体 (３ ３ )と 、 く さ び 形 の 調 整 体 (３ ４ )と 、 ロ ッ ク 解
除 レ バ ー (３ ５ )と 、 前 記 回 転 体 (３ ３ )と 作 用 上 連 結 さ れ る リ タ ー ン 部 材 (３ ７ )と を 備 え て
い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 家 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ロ ッ ク 解 除 機 構 (２ ５ )は 、 前 記 回 転 体 (３ ３ )に 作 用 す る ひ げ ぜ ん ま い (３ ２ )を 備 え
て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 第 ６ に 記 載 の 家 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 リ タ ー ン 部 材 (３ ７ )を 用 い て ロ ッ ク が 解 除 さ れ た 前 記 回 転 体 (３ ３ )の 回 転 運 動 を 緩
衝 す る た め に 、 前 記 回 転 体 (３ ３ )へ 作 用 す る １ 個 の 緩 衝 体 (３ ６ )を 更 に 備 え て い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ６ 又 は ７ に 記 載 の 家 具 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 く さ び 形 の 調 整 部 材 (３ ４ )は 、 一 方 が 前 記 ボ ー ル ヘ ッ ド ・ ジ ョ イ ン ト を 介 し て 前 記
回 転 体 (３ ３ )と フ レ キ シ ブ ル に 連 結 さ れ て お り 、 他 方 が 好 適 に は ロ ッ カ ジ ョ イ ン ト を 介 し
て 前 記 ロ ッ ク 解 除 部 材 (２ ６ )と フ レ キ シ ブ ル に 連 結 さ れ て い る か 、 或 い は 連 結 可 能 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 乃 至 ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 家 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 レ バ ー 状 の 連 結 部 品 (３ ８ )は 、 そ の 一 方 の 端 部 が 、 前 記 ロ ッ ク 解 除 機 構 (２ ５ )の 前
記 ロ ッ ク 解 除 レ バ ー (３ ５ )と 回 転 自 在 に 連 結 さ れ て お り 、 ま た 、 そ の 向 か い 側 の 端 で は 、
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１ 個 の 継 手 (１ ６ )と 回 転 自 在 に 連 結 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 乃 至 ９ の い ず れ
か １ 項 に 記 載 の 家 具 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 ロ ッ ク 解 除 機 構 (２ ５ )は 、 少 な く と も １ 個 の ロ ッ ク 解 除 部 材 (２ ６ )と 、 偏 心 輪 の 形
を 呈 し て い る 回 転 体 (３ ３ )と 、 該 回 転 体 (３ ３ )と ピ ニ オ ン (４ ４ )を 介 し て 連 結 さ れ て い る
リ タ ー ン 部 材 (４ ３ )と 、 該 リ タ ー ン 部 材 (４ ３ )用 の 軸 受 部 品 (４ ２ )と を 備 え て い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 第 １ 乃 至 ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 家 具 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 リ タ ー ン 部 材 (４ ３ )が 回 転 緩 衝 体 と し て 形 成 さ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １
に 記 載 の 家 具 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 回 転 体 (３ ３ )が 、 前 記 ロ ッ ク 解 除 部 材 (２ ６ )と 、 １ 個 の ロ ッ カ ジ ョ イ ン ト を 介 し て
連 結 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 又 は １ ２ に 記 載 の 家 具 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 レ バ ー 状 の 連 結 部 品 (３ ８ )は 、 そ の 一 方 の 端 部 が 前 記 軸 受 部 品 (４ ２ )と 回 転 自 在 に
連 結 さ れ て お り 、 ま た 、 そ の 向 か い 側 の 他 端 部 で は 、 前 記 継 手 (１ ６ )に 設 け ら れ て い る １
つ の 突 起 (４ ６ )と 噛 み 合 わ せ る た め に 形 成 さ れ て い る １ つ の も ど り 止 め (４ ５ )を 持 っ て い
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 乃 至 １ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 家 具 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 ロ ッ ク 解 除 機 構 (２ ５ )の ロ ッ ク 解 除 部 材 (２ ６ )は 、 閉 過 程 の 終 了 後 、 乃 至 は こ れ が
終 了 す る 時 点 に お い て 、 閉 姿 勢 （ S） を と っ て い る 移 動 自 在 の 家 具 部 品 (３ )に 接 触 さ せ ら
れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 １ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 家 具 を 開 く 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 ロ ッ ク 解 除 部 材 (２ ６ )と 家 具 部 品 の 遊 び の な い 接 触 は 、 偏 心 輪 の 形 を 呈 し て い る 回
転 体 (３ ３ )を 介 し て 行 わ れ 、 そ の 際 、 該 回 転 体 (３ ３ )は 、 動 力 蓄 積 体 と し て 動 作 す る か 或
い は 動 力 蓄 積 体 の 構 成 を 備 え た リ タ ー ン 部 材 (３ ７ 、 ４ ２ )か ら の 作 用 を 受 け て お り 、
　 ま た 、 よ り 好 適 に は ロ ッ カ ジ ョ イ ン ト を 用 い て 、 前 記 ロ ッ ク 解 除 部 材 (２ ６ )と 歯 車 に よ
っ て リ タ ー ン 部 材 が 連 結 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 リ タ ー ン 部 材 (３ ７ 、 ４ ２ )の 前 記 動 力 蓄 積 体 と し て の 構 成 は 、 前 記 ロ ッ ク 解 除 部 材
(２ ６ )を 遊 び 無 し に 接 触 さ せ る た め に 、 少 な く と も 部 分 的 に 緊 張 が 緩 め ら れ 、 ま た 、 前 記
移 動 自 在 な 家 具 部 品 (３ )の 閉 過 程 中 は 、 前 記 放 出 部 材 (５ )に よ る 動 力 の 蓄 積 が 行 わ れ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 １ 個 の 家 具 ケ ー ス と 、 こ の 家 具 ケ ー ス の 中 又 は こ の 家 具 ケ ー ス に 対 し て 移 動
自 在 に 軸 受 さ れ て い る 扉 等 の 家 具 部 品 と 、 閉 姿 勢 か ら 最 初 の 開 姿 勢 ま で こ の 移 動 自 在 の 家
具 部 品 を 移 動 さ せ る た め の 少 な く と も １ 個 の 放 出 部 材 （ Ausstosselement） と 、 こ の 放 出
部 材 の ロ ッ ク を 自 在 に 行 う た め の 少 な く と も １ 台 の 駆 動 装 置 と 、 そ の 移 動 自 在 の 家 具 部 品
を 使 っ て ロ ッ ク 解 除 部 材 を 操 作 す る こ と が で き る 、 駆 動 装 置 の ロ ッ ク を 解 除 す る ロ ッ ク 解
除 部 材 を 備 え て い る 家 具 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ の タ イ プ の 家 具 は 、 い わ ゆ る 「 タ ッ チ ・ ラ ッ チ 」 機 構 と 称 さ れ て い る 放 出 装 置 等 の 分
野 で は 公 知 で あ る 。 こ こ に お い て 移 動 自 在 な 家 具 部 品 の 方 へ プ ッ シ ュ を 行 使 （ タ ッ チ ） す
る こ と に よ り 、 ロ ッ ク 解 除 部 材 を 操 作 し 、 さ ら に 、 駆 動 装 置 の ロ ッ ク を 解 除 （ ラ ッ チ ） す
る こ と か ら 、 そ の 移 動 自 在 な 家 具 部 品 は そ の 放 出 部 材 に よ っ て そ の 閉 姿 勢 か ら 最 初 の 開 姿
勢 ま で 移 動 さ せ ら れ る 。 こ の 家 具 部 品 を 閉 じ る 過 程 で は 、 駆 動 装 置 に ロ ッ ク が か け ら れ る
と 、 ロ ッ ク 解 除 部 材 に も 一 旦 ロ ッ ク が 掛 け ら れ る 。 こ の 移 動 自 在 な 家 具 部 品 は 、 閉 区 間 の

10

20

30

40

50

(3) JP 3123373 U 2006.7.20



最 後 の 部 分 に お い て ユ ー ザ ー の 手 に よ る か 、 或 い は ヒ ン ジ 又 は 引 張 装 置 の い ず れ か に よ り
閉 姿 勢 ま で 運 ば れ て 、 そ こ に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 移 動 自 在 の 家 具 部 品 は 必 ず し も 正 確 に 同 じ 閉 姿 勢 を と る と は 限 ら な い の で 、 こ の 移
動 自 在 の 家 具 部 品 の 閉 姿 勢 と 、 ロ ッ ク 解 除 姿 勢 と の 間 に は 、 不 規 則 な ロ ッ ク 解 除 区 間 が 存
在 し て い た 。 移 動 自 在 の 家 具 部 品 が 、 プ ッ シ ュ を 行 使 し て も ロ ッ ク 解 除 姿 勢 の 操 作 位 置 に
到 達 し 得 え な い と い う 点 は 、 従 来 の 技 術 に お け る 欠 点 で あ る こ と が 判 明 し た 。
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 考 案 の 目 的 は 、 そ れ を 利 用 す る こ と に よ り 従 来 の 技 術 に 基 づ く 欠 点 等 を 回 避 す る こ と
が で き る 改 良 さ れ た 家 具 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 考 案 は こ の 課 題 を 、 ロ ッ ク 解 除 部 材 が 、 閉 姿 勢 に お け る 移 動 自 在 の 家 具 部 品 に 、 遊 び
無 し に 解 除 部 材 を 接 触 さ せ る た め に 形 成 か つ 設 置 さ れ て い る 一 つ の ロ ッ ク 解 除 機 構 の 一 部
分 と な っ て い る こ と に よ り 解 決 し て い る 。 そ の 際 、 構 造 上 簡 単 な 解 決 策 は 、 そ の ロ ッ ク 解
除 機 構 に 、 ロ ッ ク 解 除 部 材 以 外 の 偏 心 輪 の 形 を 呈 し て い る 回 転 体 が 付 け ら れ て い る こ と で
達 成 さ れ る 。 そ こ で は 、 ロ ッ ク 解 除 部 材 と そ の 回 転 体 は 歯 車 に よ り 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 駆 動 装 置 に 一 旦 ロ ッ ク が 掛 か る と 、 そ の 後 ロ ッ ク 解 除 部 材 が も は や 動 か な く な る 従 来 の
技 術 と は 異 な り 、 こ の ロ ッ ク 解 除 部 材 の 本 考 案 に 係 る 形 態 の 場 合 、 こ の ロ ッ ク 解 除 部 材 が
駆 動 装 置 の ロ ッ ク 後 に 閉 姿 勢 を と っ て い る 移 動 自 在 な 家 具 部 品 の 方 向 へ ロ ッ ク 解 除 機 構 の
一 部 と し て 動 か さ れ る と 、 閉 姿 勢 を と っ て い る 移 動 自 在 な 家 具 部 品 の 各 動 き の 都 度 、 こ の
ロ ッ ク 解 除 部 材 が 閉 方 向 へ 一 緒 に 動 か さ れ る 措 置 が と ら れ て い る 。 即 ち 、 閉 姿 勢 を と っ て
い る 移 動 自 在 の 家 具 部 品 が 動 く 都 度 、 そ の ロ ッ ク 解 除 過 程 が ス タ ー ト さ せ ら れ る の で あ る
。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ れ に 加 え て 駆 動 装 置 か ら 隔 離 さ れ た ロ ッ ク 解 除 部 材 は 、 回 転 体 と 歯 車 に よ り 連 結 さ せ
ら れ て お り 、 そ の 際 、 本 考 案 の 特 に 好 適 な １ 実 施 形 態 に よ れ ば 、 そ の 回 転 体 は 動 力 蓄 積 体
と し て 形 成 さ れ て い る リ タ ー ン 部 材 の 衝 撃 を 受 け 、 ま た 、 一 層 好 都 合 な こ と に 放 出 部 材 に
配 置 さ れ て い る 駆 動 歯 車 と 噛 み 合 う べ く 形 成 さ れ て い る 。 そ こ に お い て 、 回 転 体 の 回 転 運
動 中 に 移 動 さ せ ら れ た 駆 動 歯 車 が そ の 回 転 体 と 噛 み 合 っ た 結 果 、 動 力 蓄 積 体 に 動 力 の 蓄 積
が 行 わ れ る 。 こ こ で は 動 力 蓄 積 体 は １ 個 の 引 張 ば ね 又 は う ず 巻 き ば ね に よ っ て 形 成 可 能 で
あ り 、 こ れ は 移 動 自 在 の 家 具 部 品 の 閉 過 程 に お い て 好 都 合 に も 放 出 レ バ ー に 設 置 さ れ て い
る １ つ の 駆 動 歯 車 を 介 し て 緊 張 さ せ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 駆 動 歯 車 と 回 転 体 と の 噛 み 合 わ せ が 解 除 さ れ る と き 、 こ れ は 駆 動 装 置 が 再 び ロ ッ ク さ れ
て 、 そ の 移 動 自 在 な 家 具 部 品 が 出 発 姿 勢 を と っ て い る 時 に 行 わ れ る の が 通 例 で あ る が 、 回
転 体 は 、 ば ね の 緊 張 が 緩 む 際 に 動 か さ れ 、 そ の 際 こ の 回 転 体 の 運 動 は 、 ロ ッ ク 解 除 部 材 と
の 歯 車 に よ る 連 結 に 基 づ き 、 ロ ッ ク 解 除 部 材 へ 伝 達 さ れ る 。 ロ ッ ク 解 除 部 材 は 、 閉 姿 勢 の
移 動 自 在 な 家 具 部 品 の 方 へ 、 即 ち 、 そ の ロ ッ ク 解 除 部 材 が 移 動 自 在 な 家 具 部 品 に 遊 び な し
に 接 す る ま で 動 か さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 考 案 で は 動 力 蓄 積 体 か ら 衝 撃 を 受 け る 回 転 体 の 使 用 を 制 限 し て い る の で は な い こ と は
自 明 の こ と で あ る 。 従 っ て こ の ロ ッ ク 解 除 部 材 は 、 例 え ば 、 ロ ッ ド 又 は 歯 車 装 置 と 連 結 可
能 で あ る 。 本 考 案 の 基 本 的 な 考 え 方 は 、 駆 動 装 置 を ロ ッ ク し た 後 に 、 閉 姿 勢 を と っ て い る
移 動 自 在 な 家 具 部 品 の 方 向 へ ロ ッ ク 解 除 部 材 を 移 動 さ せ る と い う 点 に あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 解 除 部 材 が そ の 移 動 自 在 の 家 具 部 品 を 閉 姿 勢 か ら 開 の 姿 勢 ま で プ ッ シ ュ す る こ と を 阻 止
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す る た め 、 本 考 案 に 係 る そ の 他 の １ 実 施 例 に よ れ ば 、 リ タ ー ン 部 材 の 作 用 力 が ヒ ン ジ 、 又
は そ の 移 動 自 在 の 家 具 部 品 を 閉 姿 勢 に 保 っ て い る 補 助 駆 動 装 置 の 作 用 力 よ り 小 さ く な る よ
う に 調 整 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ロ ッ ク 解 除 過 程 を ス タ ー ト さ せ る 際 、 そ の ロ ッ ク 解 除 部 材 の 動 き を ロ ッ ク 機 構 へ 伝 達 す
る こ と は 、 さ ま ざ ま な 方 法 に よ り 遂 行 可 能 で あ る 。 そ の 他 の 一 手 段 に よ る と 、 信 頼 の 置 け
る 駆 動 装 置 の ロ ッ ク 解 除 は 、 そ の ロ ッ ク 解 除 機 構 が レ バ ー 上 の 連 結 部 品 を 介 し て ロ ッ ク 機
構 と 連 結 さ れ て い る 場 合 に 遂 行 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 考 案 の 特 に 好 適 と さ れ る ロ ッ ク 解 除 機 構 は 、 少 な く と も １ 個 の ロ ッ ク 解 除 部 材 と 、 偏
心 輪 の 形 を 呈 し て い る 回 転 体 と 、 く さ び 形 の 調 整 体 と 、 ロ ッ ク 解 除 レ バ ー と 、 回 転 体 と 作
用 上 連 動 し て い る リ タ ー ン 部 材 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 考 案 に お い て こ の く さ び 形 の 調 整 体 は 、 一 方 で は 、 特 に 、 ボ ー ル ヘ ッ ド ・ ジ ョ イ ン ト
に よ り 回 転 体 と フ レ キ シ ブ ル に 連 結 さ れ て お り 、 他 方 で は 、 特 に ロ ッ カ ジ ョ イ ン ト を 介 し
て 、 引 張 ば ね と し て 形 成 さ れ て い る リ タ ー ン 部 材 を 引 っ 張 る 際 、 く さ び 形 の 調 整 体 が 回 転
体 と ロ ッ ク 解 除 レ バ ー 間 の 裂 け 目 か ら 飛 び 出 す よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 リ タ ー ン 部
材 の 緊 張 が 緩 ん で い る 際 に は 、 回 転 体 を 用 い て こ の 裂 け 目 の 中 へ 進 入 す る こ と が で き る よ
う に 連 結 さ れ て い る か 、 或 い は こ の よ う に 連 結 す る こ と が で き る の で 、 ロ ッ ク 解 除 レ バ ー
の 遮 断 に 基 づ き 、 ロ ッ ク 解 除 部 材 が 移 動 自 在 の 家 具 部 品 の 方 へ 移 動 さ せ ら れ る こ と に な る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 回 転 体 の 駆 動 歯 車 と の 噛 み 合 わ せ を 確 保 す る た め 、 本 考 案 に 係 る そ の 他 の 形 態 に よ れ ば
、 ひ げ ぜ ん ま い の 装 置 が 備 え ら れ て い る 。 更 に 、 リ タ ー ン 部 材 に よ っ て ロ ッ ク が 解 除 さ れ
た 回 転 体 の 回 転 運 動 を 緩 衝 す る た め に 、 そ の 回 転 体 へ 作 用 す る 緩 衝 体 が 用 意 さ れ て い る 時
に は 、 こ れ に よ っ て 回 転 体 に 衝 突 す る 際 に 発 生 す る 騒 音 を 回 避 で き る こ と に な る の で 、 特
に 好 都 合 で あ る こ と が 判 明 し た 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 考 案 の 第 ２ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ロ ッ ク 解 除 機 構 が 、 特 に 偏 心 輪 状 の 回 転 体 で あ る と
好 都 合 で あ る が 、 少 な く と も １ 個 の ロ ッ ク 解 除 部 材 で あ っ て 、 そ の 回 転 体 と 共 に 特 に １ 個
の ピ ニ オ ン を 介 し て 作 用 上 連 通 さ せ ら れ て い る リ タ ー ン 部 材 と こ の リ タ ー ン 部 材 用 の 軸 受
部 品 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 考 案 に お い て は 、 リ タ ー ン 部 材 を 回 転 緩 衝 器 と し て 形 成 し 、 更 に 回 転 体 を 、 ロ ッ カ ジ
ョ イ ン ト を 仲 立 ち に す る と 特 に 好 都 合 で あ る 。 ま た 、 直 接 ロ ッ ク 解 除 部 材 と フ レ キ シ ブ ル
に 連 結 し て あ る 場 合 に は 、 少 数 の シ ン グ ル 部 材 と し て は 有 利 で あ る こ と が 判 明 し た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 考 案 の そ の 他 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 こ の レ バ ー 状 の 連 結 部 品 は 、 そ の 一 端 に お い て 軸
受 部 品 と 回 転 自 在 に 連 結 可 能 と さ れ て お り 、 ま た 、 そ の 向 か い 側 の 他 端 で は 、 継 手 に 設 け
ら れ て い る 突 起 と 噛 み 合 う べ く 形 成 さ れ て い る １ 個 の も ど り 止 め を 持 っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 さ ら に 本 考 案 に は 、 家 具 を 開 く １ つ の 方 法 も 提 供 さ れ て い る 。 こ れ は 即 ち 、 こ の ロ ッ ク
解 除 機 構 の ロ ッ ク 解 除 部 材 が 、 閉 過 程 の 終 了 後 な い し こ れ を 終 わ ら せ る 際 に 、 閉 姿 勢 を と
っ て お り 、 移 動 自 在 の 家 具 部 品 に 接 触 さ せ ら れ る と い う 特 徴 が あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ れ に 加 え て 本 考 案 に 係 る 方 法 の 特 に 好 都 合 と さ れ る １ 実 施 例 に よ れ ば 、 ロ ッ ク 解 除 部
材 の 遊 び 無 し の 接 触 は 好 都 合 な こ と に 偏 心 輪 状 の 回 転 体 を 用 い て 行 わ れ る こ と が 企 図 さ れ
て い る 。 そ の 際 、 回 転 体 は 動 力 蓄 積 体 を 持 っ て い る か 或 い は 動 力 蓄 積 体 と し て 形 成 さ れ て
い る リ タ ー ン 部 材 の 衝 撃 を 受 け 、 ま た 、 ロ ッ ク 解 除 部 材 と 特 に ロ ッ カ ジ ョ イ ン ト を 仲 立 ち
と し て 歯 車 に よ っ て 連 結 さ れ て お り 、 そ の 際 、 好 都 合 な こ と に 、 リ タ ー ン 部 材 の 動 力 蓄 積
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体 は 、 ロ ッ ク 解 除 部 材 を 遊 び 無 し に 接 触 さ せ る た め 、 少 な く と も 部 分 的 に 緊 張 が 緩 め ら れ
、 ま た 、 移 動 自 在 の 家 具 部 品 の 閉 過 程 中 に は 、 特 に 放 出 部 材 を 用 い て 動 力 の 蓄 積 が 行 わ れ
る こ と が で き る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 示 さ れ て い る こ れ ら の 実 施 の 形 態 は 実 用 新 案 請 求 の 範 囲 を 制 限 す る も の で は な い 。 数
多 く の 可 能 性 を 示 す 個 々 の 例 は 、 放 出 部 材 を 装 備 す る 、 移 動 自 在 の 家 具 部 品 の た め の 放 出
装 置 の 考 案 と し て の 考 え を 実 現 す る た め の も の で あ り 、 そ こ で は 、 放 出 過 程 が 終 了 す る と
、 さ ら に 開 方 向 へ 移 動 さ せ ら れ る 放 出 部 材 を 用 い て そ の 移 動 自 在 の 家 具 部 品 が 移 動 さ せ ら
れ る こ と は 自 明 の こ と で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ は 、 家 具 ケ ー ス ２ に ２ 個 の ヒ ン ジ ２ ８ を 用 い て 移 動 自 在 の 家 具 部 品 ３ が 回 転 自 在 に
軸 受 さ れ て い る 、 本 考 案 に 係 る 一 般 的 な 家 具 １ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 放 出 装 置 ４ は 、 同 じ
く 回 転 自 在 に 軸 受 さ れ て い る 放 出 部 材 ５ が 移 動 自 在 の 家 具 部 品 ３ を 開 方 向 ORへ 移 動 さ せ る
こ と が で き る よ う に 、 そ の 家 具 ケ ー ス ２ に 内 側 で 、 基 本 的 に は 家 具 ケ ー ス ２ の 前 縁 と 同 一
平 面 上 に 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ２ aは 図 １ 中 に 図 示 さ れ て い る 家 具 １ の 一 部 分 を 示 す 上 面 図 で あ り 、 そ こ で は 移 動 自
在 の 家 具 部 品 ３ は 、 閉 じ ら れ た 最 終 の 姿 勢 を と っ て 位 置 し て い る 。 そ の 家 具 部 品 ３ と 家 具
ケ ー ス ２ 間 に 残 っ て い る 空 間 は 、 こ の 移 動 自 在 の 家 具 部 品 ３ を そ の 閉 じ ら れ た 最 終 の 姿 勢
か ら 、 （ 更 に 閉 じ る 方 向 へ 向 か っ て ） そ の 後 方 に 位 置 す る 、 こ こ で は 放 出 部 材 の た め の 駆
動 装 置 の ロ ッ ク が 解 除 さ れ る ロ ッ ク 解 除 姿 勢 ま で 運 ぶ た め に 必 須 で あ る 。 駆 動 装 置 の ロ ッ
ク が 解 除 さ れ る と 、 放 出 部 材 ５ は そ の 移 動 自 在 の 家 具 部 品 ３ を 最 初 の 開 姿 勢 ま で 押 し て 移
動 さ せ る （ 図 ２ b） 。 駆 動 装 置 の 動 力 蓄 積 体 は こ の 時 点 に は 完 全 に 荷 重 の か か っ て い な い
状 態 と な り 、 ま た 、 放 出 部 材 ５ は 放 出 過 程 を 完 了 し て い る 。 参 照 番 号 ２ ６ は 放 出 装 置 の 放
出 部 材 を 示 し て お り 、 こ れ に つ い て は 後 に 詳 し く 説 明 す る こ と に す る 。 こ の 図 ２ b中 に 図
示 さ れ て い る 姿 勢 ま で は 、 公 知 の 「 タ ッ チ ・ ラ ッ チ 」 機 構 の 機 能 原 理 に 従 っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 考 案 は 、 こ こ に 移 動 自 在 の 家 具 ３ の 図 ２ c中 に 図 示 さ れ て い る 姿 勢 か ら 始 ま る 。 従 来
の 「 タ ッ チ ・ ラ ッ チ 」 機 構 の 場 合 と 同 様 に 、 移 動 自 在 の 家 具 部 品 ３ の 開 の 状 態 は 、 図 ２ b
中 に 図 示 さ れ て い る 最 初 の 開 姿 勢 を 越 え る よ う に 、 ユ ー ザ ー の 手 に よ っ て 行 わ れ な け れ ば
な ら な い 。 と 言 う の も 、 放 出 部 材 ５ が 放 出 過 程 を 既 に 完 了 し て し ま っ て い る か ら で あ る 。
し か し 従 来 の 技 術 で は 放 出 部 材 ５ が 家 具 部 品 ３ の 移 動 す る 際 に 、 最 初 の 開 姿 勢 を 越 え て そ
の 姿 勢 を 変 え る こ と が で き な い の に 引 き 換 え 、 本 考 案 に 係 る 放 出 装 置 は 、 図 ２ b中 に 図 示
さ れ て い る 最 初 の 開 姿 勢 を 越 え て そ の 放 出 部 材 ５ を 移 動 さ せ る 手 段 を 持 っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ２ d中 に は 移 動 自 在 の 家 具 部 品 ３ も 、 放 出 部 材 ５ も 完 全 な 開 姿 勢 と な っ て い る 状 態 が
図 示 さ れ て い る 。 放 出 部 材 ５ は 移 動 自 在 の 家 具 部 品 ３ に 完 全 な 開 姿 勢 の 時 に は 、 も は や こ
れ に 接 し て い な い 状 況 で あ る が 、 一 方 で 、 そ の 放 出 装 置 の 簡 単 な 構 造 を 許 し て い る 。 し か
し 、 放 出 部 材 ５ が 移 動 自 在 の 家 具 部 品 ３ の 完 全 な 開 姿 勢 に お い て も こ れ に 接 す る よ う に 、
放 出 部 材 ５ を 放 出 装 置 中 で 軸 受 す る こ と も も ち ろ ん 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ３ aか ら 図 ３ c中 に は 、 移 動 自 在 の 家 具 部 品 ３ の 異 な る 姿 勢 が 図 示 さ れ て い る 。 図 ３ a
は 、 移 動 自 在 な 家 具 部 品 ３ が 基 本 的 に 家 具 ケ ー ス ２ の フ ロ ン ト と 略 平 行 に 整 列 す る 閉 姿 勢
Sを と っ て い る 図 で あ る 。 図 ３ b中 に は 、 移 動 自 在 の 家 具 部 品 ３ が そ の 最 初 の 開 姿 勢 を と っ
て お り 、 こ れ は 放 出 過 程 終 了 後 に お け る 移 動 自 在 の 家 具 部 品 ３ の 姿 勢 に 対 応 し て い る 。 β
は そ の 閉 姿 勢 Sと そ の 最 初 の 開 姿 勢 O間 の 、 移 動 自 在 な 家 具 部 品 ３ が 囲 む ベ ベ ル 角 度 を 示 し
て い る 。 放 出 過 程 の 終 了 後 、 移 動 自 在 の 家 具 部 品 ３ は ユ ー ザ ー の 手 に よ り 最 初 の 開 姿 勢 O
を 越 え て 、 そ の 開 か れ た 最 終 姿 勢 Eま で 動 か さ れ る 。 こ こ に お い て ベ ベ ル 角 度 β ’ 　 は 移
動 自 在 の 家 具 部 品 ３ の 閉 ・ 姿 勢 Sと 開 か れ た 最 終 姿 勢 E間 を 延 び て い る 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 開 か れ た 最 終 姿 勢 Eは 、 図 ３ c中 に 図 示 さ れ て い る 通 り 、 移 動 自 在 の 家 具 部 品 ３ の 完
全 な 開 姿 勢 に 必 ず し も 対 応 す る 必 要 が な い 。 、 即 ち 、 移 動 自 在 の 家 具 部 品 ３ が 開 か れ た 最
終 姿 勢 Eを と っ て い る 際 の こ の ベ ベ ル 角 度 β ’ は 、 移 動 自 在 な 家 具 部 品 ３ が 閉 姿 勢 の 時 の
ベ ベ ル 角 度 β よ り 単 純 に 大 き く な け れ ば な ら な い 一 方 で 、 ベ ベ ル 角 度 β ’ は 移 動 自 在 な 家
具 部 品 ３ が 完 全 に 開 の 姿 勢 に あ る 時 の 最 大 の ベ ベ ル 角 度 よ り 小 さ い か 、 こ れ に 等 し く な け
れ ば な ら な い こ と が 指 摘 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ４ aか ら ４ cは 、 図 ３ ａ か ら 図 ３ ｃ と 同 じ く 、 放 出 装 置 ４ の 中 に 回 転 自 在 に 軸 受 さ れ て
い る 放 出 部 材 ５ の さ ま ざ ま な 姿 勢 を 示 し て い る 。 図 ４ aは 出 発 姿 勢 S’ を と る 放 出 部 材 ５ を
示 し て お り 、 こ れ は 放 出 装 置 ４ が ロ ッ ク さ れ て い る 場 合 、 放 出 部 材 ５ の 姿 勢 に 対 応 し 、 ま
た 、 閉 姿 勢 の 場 合 、 移 動 自 在 の 家 具 部 品 ３ に 対 応 し て い る 。 図 ４ bは 放 出 過 程 終 了 後 の 放
出 部 材 ５ の 姿 勢 O’ を 示 し て い る 。 ベ ベ ル 角 度 α は 、 こ こ で は 放 出 部 材 ５ の 姿 勢 O’ と 出 発
姿 勢 S’ を と っ て い る 放 出 部 材 ５ の 姿 勢 と に 囲 ま れ た 角 度 を 延 び て い る 。 ｄ は 閉 姿 勢 S’ の
放 出 部 材 ５ の 衝 撃 点 と 放 出 過 程 終 了 後 に お け る 放 出 部 材 ５ の 衝 撃 点 と の 間 の 隔 た り を 表 わ
し て い る の に 対 し て 、 ｄ ’ は 、 閉 姿 勢 S’ の 放 出 部 材 ５ の 衝 撃 点 と 移 動 自 在 の 家 具 部 品 の
開 過 程 終 了 後 に お け る 放 出 部 材 ５ の 衝 撃 点 間 と の 隔 た り を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ４ bと 、 移 動 自 在 の 家 具 部 品 ３ の 開 過 程 終 了 後 に お け る 放 出 部 材 ５ の 姿 勢 E’ を 示 す 図
４ cを 比 較 す る と 、 隔 た り ｄ 、 d’ と ベ ベ ル 角 度 α 、 α ’ は 両 方 の 姿 勢 に お い て 異 な っ て い
る こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 考 案 の 基 本 的 な 考 え は 、 放 出 過 程 終 了 後 の 放 出 部 材 ５ を 、 更 に 開 方 向 へ 向 か っ て 、 姿
勢 O’ の 後 方 に 位 置 す る 姿 勢 E’ で あ っ て 、 移 動 自 在 な 家 具 部 品 ３ の 開 過 程 終 了 後 に お け る
放 出 部 材 ５ の 姿 勢 に 対 応 す る 姿 勢 へ 移 動 す る と い う 点 に あ る 。 こ れ に よ っ て 、 そ の 移 動 自
在 な 家 具 部 品 が 閉 過 程 の 始 ま る 時 点 な い し そ の 開 始 直 後 に 放 出 部 材 ５ と 結 合 可 能 と な る こ
と に よ り 、 放 出 部 材 ５ が 駆 動 装 置 と 然 る べ く 連 結 さ れ て い る 場 合 、 動 力 蓄 積 体 へ の 動 力 の
蓄 積 は 、 閉 区 間 の 最 初 の 部 分 に お い て 既 に ス タ ー ト さ れ て い る 。 一 方 、 公 知 の 装 置 の 場 合
に は 、 動 力 蓄 積 体 へ の 動 力 の 蓄 積 は 、 移 動 自 在 な 家 具 部 品 の 閉 区 間 の 、 閉 の 姿 勢 を と っ て
い る 一 部 分 に お い て 行 う の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 考 案 で は 、 放 出 過 程 の 終 了 後 の 放 出 部 材 が 、 駆 動 装 置 の 動 力 蓄 積 体 に 関 連 し て 、 放 出
課 程 終 了 後 の 開 区 間 で 放 出 部 材 が 自 由 に 移 動 で き る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 放 出 装 置 の こ
の ラ ッ チ 原 理 に 従 う こ の 形 態 に よ り 、 動 力 蓄 積 体 に は 、 常 に 、 即 ち 、 何 れ の ポ ジ シ ョ ン で
も 衝 撃 を 与 え る こ と が で き る が 、 閉 じ る 際 に 移 動 自 在 の 家 具 部 品 が 戻 る 区 間 全 体 が 基 本 的
に は 動 力 蓄 積 体 へ の 蓄 積 に 利 用 可 能 と さ れ る 。 こ こ で は 一 方 に お い て 、 動 力 蓄 積 体 へ の 蓄
積 過 程 中 に 移 動 自 在 の 家 具 部 品 が 戻 る 区 間 は 、 放 出 過 程 中 に 移 動 自 在 の 家 具 部 品 が 戻 る 区
間 よ り 大 き く な る べ く 選 択 さ れ て い る こ と か ら 、 ユ ー ザ ー は そ の 延 長 さ れ た 区 間 に 基 づ き
動 力 蓄 積 体 に 蓄 積 す る た め の 少 な 目 の パ ワ ー を 掛 け る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 第 ２ の 方 法 は 、 蓄 積 過 程 （ Ladevorgang） と 放 出 過 程 （ Ausstossvorgang） に お い て 移 動
自 在 の 家 具 部 品 が 戻 る 区 間 を 基 本 的 に は 等 し い 長 さ に し 、 こ の 部 分 を 、 こ の 移 動 自 在 の 家
具 部 品 の 閉 区 間 又 は 開 区 間 の 開 か れ た 最 終 姿 勢 の 直 ぐ 近 く に 置 く と い う も の で あ る 。 こ れ
に よ り ユ ー ザ ー は 、 動 力 蓄 積 体 に 蓄 積 す る 動 力 を 、 閉 過 程 の 開 始 時 点 と 同 時 に 掛 け 始 め る
こ と に な る た め 、 そ の ユ ー ザ ー に は 移 動 可 能 な 部 品 の 閉 過 程 に 要 す る 力 が 一 様 で あ る と い
う 印 象 が 与 え ら れ る こ と に な る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ５ aか ら 図 １ ５ 、 及 び 図 １ ６ aか ら 図 ２ ８ の ２ 通 り の 図 示 さ れ て い る 実 施 例 に 基 づ き 、
下 記 に は 、 開 過 程 と 閉 過 程 に お け る 本 考 案 に 係 る 家 具 の 機 能 の 推 移 を 詳 し く 説 明 す る こ と
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に す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ こ で 、 図 ５ aは 本 考 案 に 係 る 放 出 装 置 ４ の 第 1実 施 例 を 示 す 分 解 図 で あ る 。 本 考 案 に 係
る 放 出 装 置 ４ の 部 品 は す べ て 、 閉 じ ら れ た ケ ー ス ２ ０ 中 に 配 置 さ れ て お り 、 そ の 際 、 ケ ー
ス カ バ ー は 見 通 し よ く す る 理 由 に よ り 図 示 さ れ て い な い 。 ケ ー ス ２ ０ 中 に 回 転 自 在 に セ ッ
ト さ れ て い る 放 出 部 材 ５ は 単 一 ア ー ム の レ バ ー と し て 形 作 ら れ て お り 、 ま た 、 上 部 ２ ７ と
下 部 ２ ７ ’ 　 が 用 意 さ れ て い る 。 旋 回 中 心 の 向 か い 側 に あ る そ の 端 に は 、 滑 車 ２ ９ が 回 転
自 在 に 配 置 さ れ て お り 、 そ の 際 、 滑 車 ２ ９ と 放 出 部 材 ５ の 回 転 軸 は 基 本 的 に 平 行 で あ る 。
こ の 滑 車 ２ ９ を 仲 立 ち と し て 放 出 部 材 ５ は 移 動 自 在 の 家 具 部 品 と 結 ば れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 放 出 部 材 ５ の 下 部 ２ ７ ’ と 上 部 ２ ７ 間 に は 同 じ く 回 転 自 在 で 放 出 部 材 ５ と 同 軸 上 に あ る
軸 受 部 材 １ ３ 、 継 手 １ ６ と 連 結 部 材 １ ４ が 配 置 さ れ て い る 。 軸 受 部 材 １ ３ 中 に は 、 ね じ れ
な い よ う に 連 結 さ れ て い る ピ ニ オ ン １ ２ と 制 動 体 １ ９ が 、 放 出 部 材 ５ 乃 至 軸 受 部 材 １ ３ の
回 転 軸 に 対 し て 基 本 的 に は 平 行 な 軸 の 中 に 回 転 自 在 に 軸 受 さ れ て い る 。 こ の ピ ニ オ ン １ ２
は 放 出 部 材 ５ の 上 部 ２ ７ に 接 し て い る 歯 車 状 の 部 分 Z（ 図 ５ ｂ ） と 噛 み あ う べ く 形 成 さ れ
て お り 、 他 方 、 制 動 体 １ ９ は 、 継 手 １ ６ に 配 置 さ れ て い る 歯 車 状 の 部 分 Z’ と 噛 み あ う べ
く 形 成 さ れ て い る 。 継 手 １ ６ と 制 動 体 １ ９ の 間 に は 、 更 に 案 内 部 材 ３ ０ が 配 置 さ れ て お り
、 こ れ を 利 用 す る と 、 制 動 体 １ ９ に ぐ る り と 付 け ら れ て い る 歯 を 歯 車 状 の 部 分 Z’ 中 へ 正
確 に 噛 み 込 ま せ る こ と が で き る 、 換 言 す る と 、 制 動 体 １ ９ を 継 手 １ ６ と 噛 み 合 わ せ る 際 、
制 動 体 １ ９ の 歯 先 が 歯 車 状 の 部 分 Z’ の 歯 先 と 接 す る こ と が 阻 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ こ に 図 示 さ れ て い る 実 施 例 の 場 合 、 放 出 部 材 ５ を 動 か す た め の 媒 体 は 、 ２ 台 の 補 助 駆
動 装 置 ２ ３ 、 ２ ３ ’ で あ る 。 補 助 駆 動 装 置 ２ ３ 、 ２ ３ ’ は 、 最 初 の 開 姿 勢 の 状 態 を 基 本 状
態 と し て 形 成 さ れ て い る 。 そ の 際 、 ら せ ん ば ね の 形 の 補 助 駆 動 装 置 ２ ３ ’ は 、 放 出 部 材 ５
の 移 動 に 必 要 と さ れ る フ リ ー ホ イ ー ル を 制 動 体 １ ９ と 継 手 １ ６ 間 に 確 保 す る た め に 、 ケ ー
ス 内 に 設 置 さ れ て い る 停 止 部 材 ２ ２ に よ っ て そ の 可 動 性 が 制 限 さ れ て い る 軸 受 部 材 １ ３ を
、 開 方 向 へ 押 し つ け て い る 。 第 ２ の 補 助 駆 動 装 置 ２ ３ ’ は 、 ね じ り ば ね と し て 形 作 ら れ て
お り 、 そ の 最 初 の ア ー ム ２ ４ は 放 出 部 材 ５ の 上 部 ２ ７ を 把 持 し て お り 、 他 方 、 第 ２ の ア ー
ム ２ ４ ’ 　 は 回 転 自 在 に し か も 場 所 を 固 定 し て 放 出 装 置 ４ の ケ ー ス ２ ０ と 連 結 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 更 に 、 放 出 装 置 ４ の 中 に は こ の 放 出 部 材 ５ 用 の 駆 動 装 置 ６ が 配 置 さ れ て お り 、 こ れ は 引
張 ば ね の 形 の 、 手 に よ っ て 積 み 込 ま れ る 動 力 蓄 積 体 ８ 、 動 力 蓄 積 体 ８ 用 の 支 持 ク リ ッ プ （
Haltebuegel） ７ と 動 力 蓄 積 体 ８ を 調 整 す る た め の 調 整 体 ９ を 持 っ て い る 。 こ の 調 整 体 ９
は ケ ー ス ２ ０ 中 で 、 外 か ら 出 し 入 れ で き る よ う に 配 置 さ れ て い る こ と か ら 、 動 力 蓄 積 体 ８
の 簡 単 且 つ 容 易 な 調 整 が 確 保 さ れ て い る 。 そ の 一 つ の 自 由 端 に は 駆 動 装 置 ６ の 引 張 ば ね と
し て 形 成 さ れ て い る 動 力 蓄 積 体 ８ が 、 連 結 部 材 １ ４ の 凹 部 １ ０ に 掛 け ら れ て い る こ と か ら
、 動 力 蓄 積 体 ８ の 力 を 緩 め る 際 、 連 結 部 材 １ ４ が 駆 動 装 置 ６ の 方 へ 移 動 さ せ ら れ る こ と に
な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 駆 動 装 置 ６ の ロ ッ ク は こ こ に 図 示 さ れ る 実 施 例 の 場 合 、 ト グ ル レ バ ー １ ７ と デ ッ ド ポ イ
ン ト 機 構 を 介 し て 行 わ れ る 。 こ こ に お い て 、 最 初 の ト グ ル レ バ ー １ ７ の 制 御 ハ ン ド ル １ ８
は 、 そ の 一 方 の 自 由 端 が 連 結 部 材 １ ４ と 回 転 自 在 に 連 結 さ れ て い る 。 他 方 の ２ 番 目 の ハ ン
ド ル １ ８ ’ は 自 由 に 回 転 自 在 で あ る が 、 場 所 を 不 動 に 放 出 装 置 ４ の ケ ー ス ２ ０ に 配 置 さ れ
て い る 。 デ ッ ド ポ イ ン ト 機 構 は 、 一 方 端 で ト グ ル レ バ ー １ ７ の ト グ ル と 回 転 自 在 に 結 ば れ
て お り 、 ま た 、 も う 一 方 端 で は 継 手 １ ６ と 回 転 自 在 に 結 ば れ て い る レ バ ー １ ５ を 付 け て い
る 。 こ の 駆 動 装 置 ６ の ロ ッ ク は 、 放 出 部 材 ５ を 仲 立 ち と し て 動 力 蓄 積 体 ８ に 積 み 込 む 際 、
継 手 １ ６ が 制 動 体 １ ９ に 噛 み 込 む こ と 、 及 び 連 結 部 材 １ ４ が 継 手 １ ６ と 、 動 力 蓄 積 体 ８ へ
の 動 力 の 蓄 積 が 完 了 す る ま で 右 へ 移 動 さ せ ら れ る こ と に 基 づ き 、 ト グ ル レ バ ー １ ７ 並 び に
連 結 部 材 １ ４ が ロ ッ ク さ れ る こ と に よ り 遂 行 さ れ る 。
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【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の 駆 動 装 置 ６ の ロ ッ ク 解 除 は 、 ロ ッ ク 解 除 部 材 ２ ６ 、 偏 心 輪 状 の 回 転 体 ３ ３ 、 回 転 体
３ ３ 用 の ひ げ ぜ ん ま い ３ ２ 、 く さ び 形 の 調 整 体 ３ ４ 、 ロ ッ ク 解 除 レ バ ー ３ ５ 、 緩 衝 体 ３ ６
と こ の 緩 衝 体 ３ ６ に よ る 衝 撃 を 受 け る 回 転 体 ３ ３ 用 の リ タ ー ン 部 材 ３ ７ か ら 構 成 さ れ る ロ
ッ ク 解 除 機 構 ２ ５ を 仲 立 ち と し て 行 う 。 ロ ッ ク 解 除 機 構 ２ ５ の デ ッ ド ポ イ ン ト 機 構 の レ バ
ー １ ５ と の 連 結 は 、 特 に 、 レ バ ー 状 の 連 結 部 品 ３ ８ で あ っ て 、 そ の 一 方 端 に 回 転 自 在 に ロ
ッ ク 解 除 レ バ ー ３ ５ と 連 結 さ れ て お り 、 ま た 、 そ の 向 か い 側 の 端 で は デ ッ ド ポ イ ン ト 機 構
の レ バ ー １ ５ 乃 至 継 手 １ ６ と 回 転 自 在 に 連 結 さ れ て い る も の を 仲 立 ち と し て 行 う 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ６ a中 に は 、 動 力 蓄 積 体 ８ に ロ ッ ク が 掛 っ て い る 時 の ロ ッ ク 解 除 装 置 ４ が 図 示 さ れ て
い る 。 移 動 可 能 な 部 品 ３ は 閉 姿 勢 を と っ て お り 、 そ の 際 ロ ッ ク 解 除 機 構 ２ ５ の ロ ッ ク 解 除
部 材 ２ ６ は 移 動 自 在 な 家 具 部 品 ３ に 遊 び 無 し に 接 し て い る 。 基 本 的 に は リ タ ー ン 部 材 ３ ７
の 衝 撃 を 受 け る く さ び 形 の 調 整 体 ３ ４ を 用 い て 行 う 、 ロ ッ ク 解 除 部 材 ２ ６ の 移 動 自 在 な 家
具 部 品 ３ へ の 遊 び 無 し の 接 触 に つ い て は 、 後 に 詳 述 す る こ と に す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 見 通 し を よ く す る と い う 理 由 か ら 、 ケ ー ス ２ ０ の カ バ ー と 放 出 部 材 ５ の 上 部 ２ ７ は 図 面
に 示 さ れ て な い 。 図 示 さ れ て い る こ の 姿 勢 の 時 、 駆 動 装 置 ６ の 動 力 蓄 積 体 ８ に 動 力 の 蓄 積
が 行 わ れ る 。 即 ち 、 動 力 蓄 積 体 ８ を 形 成 し て い る 引 張 ば ね は 、 ば ね 保 持 器 ７ 中 で 軸 受 さ れ
て お り 、 ま た 連 結 部 材 １ ４ に よ っ て 緊 張 状 態 に あ る 。 ケ ー ス ２ ０ は 移 動 自 在 の 家 具 部 品 ３
に 面 し て い る そ の 正 面 に 、 放 出 部 材 ５ お よ び 解 除 部 材 ２ ６ 用 の 出 口 開 口 ２ １ を 持 っ て い る
。 放 出 装 置 ４ の そ の 他 の 部 品 は 全 て 、 動 力 蓄 積 体 ８ 用 の 調 整 体 ９ を 除 い て 、 閉 じ た ケ ー ス
２ ０ の 中 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 動 力 蓄 積 体 ８ の ロ ッ ク は 連 結 部 材 １ ４ へ 作 用 す る ト グ ル レ バ ー １ ７ を 仲 立 ち と し て 行 わ
れ 、 こ れ は デ ッ ド ポ イ ン ト 機 構 の レ バ ー １ ５ を 介 し て 図 示 さ れ て い る 姿 勢 の ま ま ロ ッ ク さ
れ て い る 。 放 出 部 材 ５ は 、 ね じ り ば ね と し て 形 成 さ れ て い る 補 助 駆 動 装 置 ２ ３ を 介 し て 、
そ の 出 発 姿 勢 S’ の ま ま ロ ッ ク さ れ る 。 こ こ で は 、 ば ね の 一 方 の ア ー ム ２ ４ ’ 　 が ケ ー ス
の 支 点 ４ ０ に 置 か れ て お り 、 ま た 補 助 駆 動 装 置 ２ ３ の 第 ２ ア ー ム ２ ４ が 放 出 部 材 ５ の 下 部
２ ７ ’ 　 の 支 点 ３ ９ に フ レ キ シ ブ ル に 置 か れ て い る よ う に 、 補 助 駆 動 装 置 ２ ３ を 配 置 し て
あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 支 点 ３ ９ が 放 出 部 材 ５ の 出 発 姿 勢 に お い て 、 放 出 部 材 ５ と 支 点 ４ ０ の 旋 回 の 中 心 を 結 ぶ
ラ イ ン Vの 右 側 に 位 置 す る （ 図 ６ ｂ ） こ と に よ り 、 補 助 駆 動 装 置 ２ ３ が 放 出 部 材 ５ を そ の
出 発 姿 勢 の ま ま ロ ッ ク す る こ と が 確 保 さ れ る 。 放 出 過 程 中 の 放 出 部 材 ５ の 回 転 運 動 に 基 づ
き 、 こ の 支 点 ３ ９ は こ れ が ラ イ ン Vを 越 え る ま で 左 へ 移 動 す る こ と か ら 、 補 助 駆 動 装 置 ２
３ は 放 出 部 材 ５ を 開 方 向 へ ぶ つ け る こ と に な る 。 即 ち 、 回 転 圧 縮 ば ね と し て 形 成 さ れ て い
る 補 助 駆 動 装 置 ２ ３ は 、 駆 動 装 置 ６ と 類 似 し て デ ッ ド ポ イ ン ト 機 構 に よ り ロ ッ ク さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 従 っ て こ の 図 示 の 姿 勢 で は 、 連 結 部 材 １ ４ 、 継 手 １ ６ と 放 出 部 材 ５ は ロ ッ ク さ れ た ト グ
ル レ バ ー １ ７ 乃 至 補 助 駆 動 装 置 ２ ３ の 姿 勢 に 基 づ き 自 由 に 動 く こ と が で き な い が 、 他 方 、
軸 受 部 材 １ ３ 並 び に ピ ニ オ ン １ ２ と 制 動 体 １ ９ は 回 転 し な が ら 移 動 す る こ と が で き る 。 こ
こ に お い て 、 軸 受 部 材 １ ３ は コ イ ル ば ね と し て 形 成 さ れ て い る 補 助 駆 動 装 置 ２ ３ ’ の 衝 撃
を 受 け 、 ま た 、 こ の 補 助 駆 動 装 置 か ら 移 動 自 在 の 家 具 部 品 の 開 方 向 へ 衝 撃 を 受 け 、 そ の 際
、 ピ ニ オ ン １ ２ の 歯 は 歯 車 状 に 形 作 ら れ て い る 放 出 部 材 ５ の 上 部 ２ ７ の Z部 分 の 中 に 噛 み
込 む 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 軸 受 部 材 １ ３ は 補 助 駆 動 装 置 ２ ３ ’ を 仲 立 ち と し て 継 手 １ ６ に よ っ て 押 し 返 さ れ る の で
、 開 過 程 中 に 継 手 １ ６ と 制 動 体 １ ９ 間 に 必 要 と さ れ る フ リ ー ホ イ ー ル が 確 保 可 能 と さ れ る
。 即 ち 、 制 動 体 １ ９ が 開 過 程 に お い て 継 手 １ ６ の 歯 車 状 に 形 成 さ れ た 部 分 Z’ に 噛 み 込 む
と 、 こ れ に 起 因 し て ピ ニ オ ン １ ２ 並 び に 放 出 部 材 ５ を ブ ロ ッ ク す る 結 果 に な る 。 即 ち 、 放
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出 部 材 ５ に よ る 移 動 自 在 な 家 具 部 品 ３ へ の 衝 撃 は こ の よ う な 配 列 で は 全 く 不 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ６ bは 、 放 出 部 材 ５ の 上 部 ２ ７ に １ 個 の 駆 動 歯 車 ４ １ が 形 成 さ れ て い る 点 だ け が 図 ６ a
と は 異 な っ て い る 図 面 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ７ は 、 閉 方 向 SRへ 向 か っ て 移 動 自 在 な 家 具 部 品 ３ の 閉 姿 勢 Sの 後 方 に 位 置 す る ロ ッ ク
解 除 姿 勢 Aを と っ て い る こ の 移 動 自 在 な 家 具 部 品 ３ を 示 し て お り 、 そ の 際 、 こ の 移 動 自 在
の 家 具 部 品 ３ は こ こ に 図 示 さ れ て い る 実 施 例 の 場 合 、 ユ ー ザ ー の 手 に よ っ て こ の 移 動 自 在
な 家 具 部 品 を 目 指 し て 押 し 付 け ら れ る こ と に よ り 、 閉 姿 勢 Sか ら ロ ッ ク 解 除 姿 勢 Aへ 移 動 さ
せ ら れ る 。 移 動 自 在 な 家 具 部 品 ３ を 用 い る と 、 ロ ッ ク 解 除 部 材 ２ ６ は 更 に ケ ー ス ２ ０ 中 へ
移 動 さ せ ら れ 、 ま た 、 く さ び 形 の 調 整 体 ３ ４ を 介 し て ロ ッ ク 解 除 レ バ ー ３ ５ は 左 へ 移 動 さ
せ ら れ る 。 ロ ッ ク 解 除 部 材 ２ ６ 、 く さ び 形 の 調 整 体 子 ３ ４ と ロ ッ ク 解 除 レ バ ー ３ ５ は こ こ
で は ロ ッ カ ジ ョ イ ン ト の 一 部 と し て 歯 車 に よ り 動 か さ れ る よ う に 形 成 並 び に 配 置 さ れ て い
る 。 L字 形 に 形 成 さ れ て い る ロ ッ ク 解 除 レ バ ー ３ ５ と レ バ ー 状 の 連 結 部 品 ３ ８ を 介 し て 、
デ ッ ド ポ イ ン ト 機 構 の レ バ ー １ ５ は 同 じ く 左 へ 移 動 さ せ ら れ る の で 、 ト グ ル レ バ ー の 遮 断
並 び に 動 力 蓄 積 体 ８ の ロ ッ ク は 解 除 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 た と え 図 示 さ れ て い る こ の ロ ッ ク 解 除 機 構 が 一 つ の 好 都 合 と さ れ る 実 施 例 を 示 し て い る
と し て も 、 本 考 案 は 図 示 さ れ て い る こ の 実 施 例 に よ っ て 制 限 さ れ な い 。 従 っ て 移 動 自 在 な
家 具 部 品 ３ を 利 用 す る 代 り に 、 例 え ば 、 ス イ ッ チ 、 キ ー を 用 い て 或 い は ロ ッ ク 解 除 部 材 ２
６ を 直 に プ ッ シ ュ す る こ と に よ り 放 出 装 置 の ロ ッ ク 解 除 を 実 現 化 さ せ る こ と も 可 能 で あ る
し 、 そ れ を 想 定 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ８ 中 で は 放 出 過 程 が 終 了 し て 、 そ の 移 動 自 在 な 家 具 部 品 ３ は そ の 最 初 の 開 姿 勢 Oに 達
し て い る 。 動 力 蓄 積 体 ８ を 緩 め る こ と に よ り 連 結 部 材 １ ４ は 左 へ 、 ま た こ の 連 結 部 材 １ ４
を 介 し て 放 出 部 材 ５ は ケ ー ス ２ ０ か ら 開 方 向 ORへ 移 動 さ せ ら れ た 。 放 出 部 材 ５ の 移 動 自 在
な 家 具 部 品 ３ と の 結 合 は 、 こ こ で は 滑 車 ２ ９ を 介 し て 行 わ れ る の で 、 移 動 自 在 な 家 具 部 品
３ は 放 出 部 材 ５ に 沿 っ て 簡 単 に ス ラ イ ド す る こ と が で き る 。 継 手 １ ６ は 、 そ の 一 方 端 が 折
り 曲 げ ら れ た ト グ ル レ バ ー １ ７ と 結 ば れ て い る レ バ ー １ ５ を 仲 立 ち と し て 、 同 様 に 開 方 向
ORへ 移 動 す る 。 即 ち 、 制 動 体 １ ９ と 歯 車 状 の 部 分 Z’ の 間 に 継 手 １ ６ が 残 り 、 ま た 、 案 内
部 材 ３ ０ と の 間 で は 、 裂 け 目 が 残 る ほ ど 遠 く ま で 開 く よ う に 移 動 さ せ ら れ る こ と か ら 、 放
出 部 材 ５ （ 図 示 せ ず ） の 上 部 ２ ７ の 歯 車 状 の 部 分 Zと 噛 み 合 っ て い る ピ ニ オ ン １ ２ に は 回
転 性 が 付 与 さ れ て い る こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 補 助 駆 動 装 置 ２ ３ ’ に よ っ て 開 方 向 ORへ ぶ つ け ら れ た 軸 受 部 材 １ ３ が 更 に 飛 び 出 す 移 動
は 、 ケ ー ス ２ ０ 中 に セ ッ ト さ れ て い る 停 止 部 材 ２ ２ （ 図 ５ a） に よ っ て 阻 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 更 に 、 図 ８ を 見 る と 、 回 転 圧 縮 ば ね と し て 形 成 さ れ て い る 補 助 駆 動 装 置 ２ ３ の ア ー ム ２
４ の た め の 支 点 ３ ９ は 、 図 ６ bと の 比 較 す る と 、 放 出 部 材 の 旋 回 の 中 心 と 補 助 装 置 ２ ３ の
支 点 ４ ０ を 結 ぶ 結 線 ラ イ ン Vの 反 対 側 に あ る こ と か ら 、 補 助 装 置 ２ ３ は こ こ で は 放 出 部 材
５ に 開 方 向 ORへ 衝 撃 を 与 え る 。 こ こ に お い て 補 助 駆 動 装 置 ２ ３ の 作 用 力 は 、 こ れ が 放 出 部
材 ５ の み 外 へ 移 動 可 能 で あ る が 、 そ の パ ワ ー で は 、 そ の 放 出 部 材 ５ を 仲 立 ち と し て 放 出 部
材 ５ と 隣 接 し て い る 移 動 自 在 な 家 具 部 品 ３ を 更 に 開 く に は 十 分 で な い よ う に 選 択 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 補 助 駆 動 装 置 ２ ３ を 利 用 し て 放 出 部 材 ５ の み な ら ず 、 移 動 自 在 な 家 具 部 品 ３ も 最 初 の 開
姿 勢 Oを 越 え て 、 開 の 最 終 姿 勢 Eま で 移 動 可 能 と す る こ と の で き る 大 き さ に 補 助 駆 動 装 置 ２
３ の 作 用 力 を 選 択 す る こ と も 同 様 に 可 能 で あ る こ と は 自 明 の こ と で あ る 。 従 来 の こ の 種 の
形 態 で は 、 ユ ー ザ は 、 移 動 自 在 な 家 具 部 品 ３ を 閉 じ る 際 に 、 動 力 蓄 積 体 ８ に 蓄 積 さ れ る こ
と が 必 要 と さ れ る パ ワ ー に 加 え て 、 補 助 駆 動 装 置 に 積 み 込 む た め の 比 較 的 大 き な パ ワ ー を
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掛 け な け れ ば な ら な い こ と か ら 、 ユ ー ザ ー に は 動 き の 重 い 移 動 自 在 な 家 具 部 品 と い う 印 象
を 与 え る こ と に な る 。 こ れ に 対 し て 、 補 助 駆 動 装 置 ２ ３ の 作 用 力 が 然 る べ く 大 き い た め に
、 こ の 移 動 可 能 な 部 品 ３ と 放 出 装 置 ４ を 装 備 し て い る 家 具 １ は 実 現 可 能 と な っ て い る 。 こ
こ で ユ ー ザ ー は 、 移 動 自 在 な 家 具 部 品 ３ を 閉 姿 勢 か ら 開 の 最 終 姿 勢 ま で 移 動 さ せ る た め 、
放 出 装 置 ４ の ロ ッ ク を 例 え ば 移 動 自 在 な 家 具 部 品 を プ ッ シ ュ し た り し て 解 除 す る 必 要 が あ
る 。 移 動 自 在 な 家 具 部 品 ３ は 、 初 め の 移 動 の 段 階 で は 放 出 部 材 ５ に よ り 、 更 に 、 そ の 次 の
移 動 の 段 階 で は 補 助 駆 動 装 置 ２ ３ を 利 用 し て そ の 開 の 端 姿 勢 ま で 移 動 さ せ ら れ る た め 、 ユ
ー ザ ー が 改 め て 助 力 す る 必 要 は な い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ れ に 対 し て 、 図 示 さ れ て い る 実 施 例 の 場 合 、 補 助 駆 動 装 置 ２ ３ の 作 用 力 は 放 出 部 材 ５
を 移 動 自 在 な 家 具 部 品 ３ へ 後 か ら 案 内 す る の に 十 分 で あ る こ と か ら 、 補 助 駆 動 装 置 ２ ３ に
よ り 移 動 自 在 な 家 具 部 品 ３ を 閉 じ る 際 に 、 ユ ー ザ ー の 手 に よ っ て 掛 け ら れ る 力 は ユ ー ザ ー
に は ま っ た く 感 じ ら れ な い 程 度 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 移 動 自 在 な 家 具 部 品 ３ の 開 の 最 終 姿 勢 Eは 図 ９ 中 に 図 示 さ れ て い る 。 図 ８ と の 比 較 に お
い て 、 移 動 自 在 な 家 具 部 品 ３ 、 放 出 部 材 ５ と 補 助 駆 動 装 置 ２ ３ の 姿 勢 の 変 わ っ て い る こ と
が 分 か る 。 補 助 駆 動 装 置 ３ の 力 が 緩 め ら れ 、 ま た 、 移 動 自 在 の 家 具 部 品 ３ が ユ ー ザ ー の 手
に よ り 開 の 最 終 姿 勢 Eま で 運 ば れ た こ と に よ り 、 放 出 部 材 ５ が 移 動 自 在 な 家 具 部 品 ３ の 動
き に 追 随 す る こ と が で き た 。 ピ ニ オ ン １ ２ の 姿 勢 も 同 じ く 放 出 部 材 ５ の 上 部 ２ ７ に 配 置 さ
れ て い る 歯 車 状 の 部 分 Zに 関 連 し て 変 わ っ て お り 、 言 い 換 え る と 、 ピ ニ オ ン １ ２ の 歯 車 上
の 部 分 Zへ の 噛 込 み は 、 こ こ で は 、 歯 車 状 の 部 分 Zの 滑 車 ２ ９ か ら 更 に 離 れ た 点 に 噛 み 込 ん
で い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ こ に お い て 、 そ の 移 動 自 在 な 家 具 部 品 ３ が そ の 開 の 最 終 姿 勢 Eか ら 、 閉 方 向 SRへ 移 動
さ せ ら れ る と 、 図 １ ０ 中 に 図 示 さ れ て い る 通 り 、 最 初 に 継 手 １ ６ の 歯 車 状 の 部 分 Z’ と 噛
み 合 う こ と に な る 。 こ れ に よ り 歯 車 状 の 部 分 Zに 沿 っ た ピ ニ オ ン １ ２ の 回 転 は 放 出 部 材 ５
に お い て 阻 止 さ れ 、 ま た 、 継 手 １ ６ は 放 出 部 材 ５ の 閉 方 向 へ の 移 動 に 起 因 し て ケ ー ス ２ ０
中 へ 入 り 込 む こ と に な る 。 連 結 部 材 １ ４ は 、 継 手 １ ６ と こ れ に 蝶 番 止 め さ れ て い る ト グ ル
レ バ ー １ ７ を 介 し て 右 へ 、 駆 動 装 置 ６ の 動 力 蓄 積 体 ８ が 動 力 の 蓄 積 を 完 了 す る ま で 移 動 さ
せ ら れ る 。 こ れ と 同 時 に 、 こ の 移 動 の 際 、 補 助 駆 動 装 置 ２ ３ 、 ２ ３ ’ に も 動 力 の 蓄 積 が 行
わ れ る （ 図 １ １ a） 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 １ ０ か ら 更 に 明 ら か に な る 通 り 、 制 動 体 １ ９ の 歯 先 が 継 手 １ ６ の 歯 車 状 の 部 分 Z’ に
付 属 の 歯 元 に 噛 み 込 む よ う に 、 そ の デ ィ ス ク 状 の 制 動 体 １ ９ と 継 手 １ ６ の 歯 車 状 の 部 分 Z
’ は 相 互 に 噛 み 合 う べ く 、 案 内 部 材 ３ ０ に よ り 位 置 決 め さ れ て い る こ と か ら 、 放 出 部 材 ５
並 び に 移 動 自 在 な 家 具 部 品 ３ の 不 意 な 移 動 が 阻 止 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 １ １ bは 、 デ ッ ド ポ イ ン ト 機 構 の レ バ ー １ ５ が ト グ ル レ バ ー １ ７ の デ ッ ト ポ イ ン ト を
既 に 超 え て し ま っ た の で 、 駆 動 装 置 ６ の 動 力 蓄 積 体 ８ が ロ ッ ク 状 態 に あ る と い う 点 に お い
て 、 図 １ １ aと 相 違 し て い る 。 従 っ て 動 力 蓄 積 体 ８ へ の 動 力 の 蓄 積 過 程 は 、 移 動 自 在 な 家
具 部 品 ３ が 、 再 び そ の 最 初 の 開 姿 勢 Oに 到 達 す る 前 に 終 了 し て い る 。 動 力 蓄 積 体 ８ へ の 動
力 の 蓄 積 過 程 が 終 了 し て し ま う と 、 移 動 自 在 な 家 具 部 品 ３ の 閉 区 間 に お け る 残 り の 区 分 上
で 、 ロ ッ ク 解 除 機 構 ２ ５ の ロ ッ ク 解 除 部 材 ２ ６ は 遊 び 無 し に そ の 移 動 自 在 な 家 具 部 品 ３ に
接 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 そ れ に 加 え て 、 図 １ １ bか ら 明 ら か に な る 通 り 、 ロ ッ ク 解 除 機 構 ２ ５ の 偏 心 輪 の 形 を 呈
し て い る 回 転 体 ３ ３ と 噛 み 合 わ せ る た め に 形 成 さ れ て い る 駆 動 歯 車 ４ １ が 放 出 部 材 ５ の 上
部 ２ ７ に 付 い て い る 。 こ の 偏 心 輪 状 の 回 転 体 ３ ３ は 、 放 出 部 材 ５ を ケ ー ス ２ ０ 中 へ 押 し 込
む 際 、 回 転 体 ３ ３ を 把 持 す る た め 、 放 出 部 材 ５ の 閉 方 向 SRへ 調 整 ば ね ３ ２ か ら 衝 撃 を 与 え
ら れ る 。
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【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 １ ２ で は 、 駆 動 歯 車 ４ １ が 既 に 偏 心 輪 状 の 回 転 体 ３ ３ を 把 持 し て 、 こ れ を 放 出 部 材 ５
の 閉 方 向 SRへ 連 れ て ゆ く 。 放 出 部 材 ５ の こ の よ う な 運 動 中 、 動 力 蓄 積 体 ８ 用 の 放 出 装 置 ４
の ロ ッ ク 部 材 は 移 動 せ ず に 残 っ て い る と 同 時 に 、 駆 動 装 置 の ロ ッ ク も そ の ま ま 保 た れ て い
る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 １ ３ で は 、 補 助 駆 動 装 置 ２ ３ の 支 点 ３ ９ が 放 出 部 材 ５ の 旋 回 の 中 心 と ケ ー ス ２ ０ に 付
属 の 補 助 駆 動 装 置 ２ ３ の 支 点 ４ ０ と を 結 ぶ ラ イ ン Vを 越 え て い る こ と か ら 、 補 助 駆 動 装 置
２ ３ は そ の 放 出 部 材 ５ に こ こ で は 反 対 方 向 へ の 衝 撃 を 与 え る 、 即 ち 、 放 出 部 材 ５ は 補 助 駆
動 装 置 ２ ３ に よ っ て そ の 出 発 姿 勢 へ 戻 さ れ 、 そ こ に ロ ッ ク さ れ る 。 放 出 部 材 ５ の 駆 動 歯 車
４ １ が 回 転 体 ３ ３ を そ の 最 終 姿 勢 ま で 運 ぶ こ と か ら 、 リ タ ー ン 部 材 ３ ７ は 完 全 な 緊 張 状 態
に な っ て い る 。 偏 心 輪 状 の 回 転 体 ３ ３ は 、 引 張 ば ね と し て 形 成 さ れ て い る リ タ ー ン 部 材 ３
７ の 緊 張 を 緩 め る 際 に 、 そ の 回 転 体 ３ ３ の リ タ ー ン 運 動 を 緩 衝 し 、 ま た 、 そ の 回 転 体 ３ ３
を 衝 突 さ せ る こ と に よ り 、 そ の も う 一 方 の 端 姿 勢 の 部 分 に 生 じ る 恐 れ の あ る 騒 音 を 回 避 す
る た め 、 図 示 さ れ て い な い 歯 車 状 の 部 分 を 介 し て 緩 衝 体 ３ ６ の ピ ニ オ ン と 連 結 さ れ て い る
。 ボ ー ル ヘ ッ ド に よ り く さ び 形 の 調 整 体 ３ ４ を 偏 心 輪 状 の 回 転 体 ３ ３ に 形 成 さ れ て い る ボ
ー ル ソ ケ ッ ト 中 で 軸 受 け す る こ と に よ り 、 こ の く さ び 形 の 調 整 体 ３ ４ は 偏 心 輪 状 の 回 転 体
３ ３ と 一 緒 に 移 動 さ せ ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 １ ４ で は 、 移 動 自 在 の 家 具 部 品 ３ が 再 び 閉 の 姿 勢 Sを と っ て お り 、 そ こ で は 、 例 え ば
ヒ ン ジ ２ ８ を 介 し て 家 具 部 品 ３ が 支 持 さ れ て い る 。 偏 心 輪 の 形 を 呈 し て い る 回 転 体 ３ ３ は
既 に 駆 動 歯 車 ４ １ で 放 出 部 材 ５ の ヒ ン ジ ２ ８ に よ っ て 固 定 さ れ て (schnappen)、 リ タ ー ン
部 材 ３ ７ に よ っ て 左 へ 移 動 さ せ ら れ る 。 こ の 回 転 体 ３ ３ を 用 い て く さ び 形 の 調 整 体 ３ ４ を
同 じ く 左 へ 移 動 さ せ る こ と か ら 、 そ の く さ び 形 の 調 整 体 ３ ４ と 放 出 部 材 ２ ６ 間 に 形 成 さ れ
る ロ ッ カ ジ ョ イ ン ト に 基 づ き 、 放 出 部 材 ２ ６ は ケ ー ス ２ ０ か ら 移 動 自 在 な 家 具 部 品 ３ の 方
へ 移 動 、 即 ち 、 ロ ッ ク 解 除 部 材 ２ ６ が 遊 び な し に そ の 移 動 自 在 な 家 具 部 品 ３ に 接 す る ま で
移 動 さ せ ら れ る （ 図 １ ５ ） 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 １ ５ 中 に 示 さ れ て い る 姿 勢 は 、 図 ６ b中 に 図 示 さ れ て い る 姿 勢 に 対 応 し て い る 。 即 ち
、 放 出 部 材 ５ は 駆 動 装 置 ６ に ロ ッ ク が 掛 け ら れ て い る 場 合 、 出 発 姿 勢 を と っ て お り 、 移 動
自 在 な 家 具 部 品 ３ は 閉 姿 勢 を と っ て お り 、 ま た 、 ロ ッ ク 解 除 部 材 ２ ６ は 遊 び な し に 移 動 自
在 な 家 具 部 品 ３ に 隣 接 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 １ ６ aは 図 ５ aと 類 似 し て 本 考 案 に 係 る 放 出 装 置 ４ の 第 ２ の 実 施 例 を 示 す 分 解 図 で あ る
。 同 一 部 品 に は 等 し い 参 照 番 号 が 付 け て 、 こ れ ら の 部 品 の 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 １ ６ aか ら 図 ２ ８ 中 に 図 示 さ れ て い る 第 ２ の 実 施 例 が 図 ５ aか ら 図 １ ５ 中 に 図 示 さ れ て
い る 最 初 の 実 施 例 と 異 な っ て い る 点 は 、 先 ず 、 ロ ッ ク 解 除 機 構 ２ ５ の 構 造 で あ る 。 又 、 く
さ び 形 の 連 結 部 品 ３ ８ を 介 し て 行 わ れ る 継 手 １ ６ と の そ の 結 合 構 造 が 異 な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 最 初 の 実 施 例 の 場 合 、 ロ ッ ク 解 除 機 構 ２ ５ に ロ ッ ク 解 除 部 材 ２ ６ 、 偏 心 輪 の 形 を 呈 し て
い る 回 転 体 ３ ３ と 緩 衝 体 ３ ６ が 付 い て お り 、 そ こ に お い て 、 軸 受 部 品 ４ ２ 、 リ タ ー ン 部 材
と し て 機 能 す る 回 転 緩 衝 体 ４ ３ と ピ ニ オ ン ４ ４ が 緩 衝 体 エ レ メ ン ト ３ ６ に 包 括 さ れ て い る
。 最 初 の 実 施 例 と 異 な り 、 ロ ッ ク 解 除 部 材 ２ ６ は 第 ２ の 実 施 例 に お い て 、 偏 心 輪 の 形 を 呈
し て い る 回 転 体 ３ ３ と ロ ッ カ ジ ョ イ ン ト を 介 し て 直 接 連 結 さ れ て い る 。 ロ ッ ク 解 除 機 構 ２
５ の 継 手 １ ６ と の 連 結 は 、 そ の 一 方 端 で 緩 衝 体 エ レ メ ン ト ３ ６ の 軸 受 部 品 ４ ２ と 回 転 自 在
に 連 結 さ れ て い る レ バ ー 状 の 連 結 部 品 ３ ８ を 介 し て 再 度 行 わ れ る 。 つ ま り 、 第 ２ 実 施 例 に
基 づ く 軸 受 部 品 ４ ２ な い し 回 転 緩 衝 体 ４ ３ は 、 最 初 の 実 施 例 に 基 づ く ロ ッ ク 解 除 レ バ ー ３
５ 乃 至 リ タ ー ン 部 材 ３ ７ の 機 能 を 引 き 受 け て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
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　 そ の 反 対 側 の 端 上 で は 、 レ バ ー 状 の 連 結 部 品 ３ ８ が 自 由 に 回 転 で き な い よ う に 継 手 １ ６
と 連 結 さ れ て い る 。 そ の か わ り レ バ ー 状 の 連 結 部 品 ３ ８ の 自 由 端 で は 、 も ど り 止 め ４ ５ が
セ ッ ト さ れ て お り 、 こ れ は 継 手 １ ６ に 形 成 さ れ て い る 突 起 ４ ６ と 噛 み 込 む た め に 形 成 さ れ
て い る 。 継 手 １ ６ は そ ち ら 側 に お い て 、 ト グ ル レ バ ー １ ７ 用 の デ ッ ド ポ イ ン ト 機 構 の レ バ
ー １ ５ と 再 び 回 転 自 在 に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 最 初 の 実 施 例 と は 異 な り 、 第 ２ の 実 施 例 は 、 連 結 部 材 １ ４ と 放 出 部 材 ５ 間 で 働 く 取 っ 手
状 の ば ね に よ っ て 形 成 さ れ て い る 補 助 駆 動 装 置 ２ ３ だ け を 持 っ て い る 。 そ の 他 の 相 違 点 は
、 デ ィ ス ク 状 の 制 動 体 １ ９ 並 び に 継 手 １ ６ の こ れ に 対 応 す る 部 分 Z’ の 表 面 の 形 態 に あ る
。 最 初 の 実 施 例 の 場 合 、 制 動 体 １ ９ と 継 手 １ ６ 間 の 噛 込 み は 、 そ の 歯 車 状 の 形 態 に 基 づ き
、 主 に 形 が ぴ っ た り と 合 う よ う に 噛 み 込 む の に 引 き 換 え 、 第 ２ の 実 施 例 の 場 合 、 制 動 体 １
９ と 継 手 １ ６ は 摩 擦 接 触 に よ り 相 互 に 噛 み 合 う 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 図 １ ７ 中 に は 、 動 力 蓄 積 体 ８ に ロ ッ ク が 掛 け ら れ て い る 際 の ロ ッ ク 解 除 装 置 ４ が 図 示 さ
れ て い る 。 移 動 自 在 な 家 具 部 品 ３ は 閉 姿 勢 Sを と っ て お り 、 そ の 際 、 ロ ッ ク 解 除 機 構 ２ ５
の ロ ッ ク 解 除 部 材 ２ ６ は 移 動 自 在 な 家 具 部 品 ３ に 遊 び を と ら ず に 接 し て い る 。 図 示 さ れ て
い る 姿 勢 に お い て 動 力 蓄 積 体 ８ へ の 動 力 の 蓄 積 が 行 わ れ て お り 、 ま た 、 駆 動 装 置 ６ は ロ ッ
ク さ れ て い る 。 こ こ で は 、 デ ッ ド ポ イ ン ト 機 構 の レ バ ー １ ５ を 介 し て 図 示 さ れ て い る 姿 勢
の ま ま ロ ッ ク さ れ て い る 、 連 結 部 材 １ ４ へ 作 用 す る ト グ ル レ バ ー １ ７ を 介 し て ロ ッ ク を 行
う 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 放 出 部 材 ５ は ヒ ン ジ ２ ８ を 用 い て そ の 出 発 姿 勢 Sに ロ ッ ク さ れ て い る 。 連 結 部 材 １ ４ 、
継 手 １ ６ と 放 出 部 材 ５ は 、 ロ ッ ク の 掛 か っ て い る ト グ ル レ バ ー １ ７ と ヒ ン ジ に よ っ て そ の
閉 姿 勢 の ま ま 支 持 さ れ て い る 移 動 自 在 な 家 具 部 品 ３ に 基 づ き 、 自 由 に は 移 動 で き な い が 、
他 方 、 軸 受 部 材 １ ３ と 同 時 に 、 ピ ニ オ ン １ ２ 並 び に 制 動 体 １ ９ は 回 転 自 在 に 移 動 可 能 で あ
る 。 継 手 １ ６ と 制 動 体 １ ９ 間 の フ リ ー ホ イ ー ル に 必 要 な フ リ ー ホ イ ー ル は 、 ケ ー ス ２ ０ 中
で 軸 受 部 材 １ ３ に 衝 突 さ せ る こ と に よ り ス ト ッ パ ２ ２ で 簡 単 に 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 こ の 実 施 例 の 場 合 、 ヒ ン ジ の 支 持 力 が 、 放 出 部 材 ５ に 可 動 の 部 品 ３ の 開 方 向 ORへ 永 久 に
衝 撃 を 与 え て い る 補 助 駆 動 装 置 ２ ３ の 作 用 力 よ り 大 き く な る よ う に 、 措 置 を と る 必 要 が あ
る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 図 １ ８ は 、 放 出 部 材 ５ の 上 部 ２ ７ が 透 視 可 能 に （ 破 線 で ） 図 示 さ れ て い る 点 だ け が 図 １
８ bと は 異 な っ て い る 。 そ の 上 、 図 １ ８ 中 に は 、 移 動 自 在 の 家 具 部 品 ３ へ 既 に 圧 力 が 掛 け
ら れ て お り 、 ロ ッ ク 解 除 レ バ ー １ ５ の 姿 勢 の 変 化 に 基 づ い て こ の こ と を 確 認 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 図 １ ９ は 、 閉 姿 勢 Sか ら 更 に 閉 方 向 へ 向 か っ て 、 ロ ッ ク 解 除 姿 勢 Aを と っ て い る 移 動 自 在
な 家 具 部 品 ３ を 図 示 し て お り 、 そ の 際 、 そ の 移 動 自 在 な 家 具 部 品 ３ は ユ ー ザ ー に よ り プ ッ
シ ュ さ れ て 、 閉 姿 勢 Sか ら 、 ロ ッ ク 解 除 姿 勢 Aま で 移 動 さ せ ら れ る 。 移 動 自 在 な 家 具 部 品 ３
に よ り ロ ッ ク 解 除 部 材 ２ ６ は 続 い て ケ ー ス ２ ０ 中 へ 進 入 さ せ ら れ る こ と か ら 、 ロ ッ カ ジ ョ
イ ン ト に 起 因 し て の み 、 そ の 偏 心 輪 を 呈 し て い る 回 転 体 ３ ３ が 、 そ し て こ れ と 一 緒 に 、 軸
受 部 品 ４ ２ が 、 左 へ 移 動 さ せ ら れ る 。 レ バ ー の 形 を 呈 し て い る 連 結 部 品 ３ ８ に 設 け ら れ て
い る も ど り 止 め ４ ５ （ 図 １ ６ a） を 介 し て 、 同 時 に 継 手 １ ６ 並 び に デ ッ ド ポ イ ン ト 機 構 の
レ バ ー １ ５ は 同 じ く 左 へ 移 動 さ せ ら れ る こ と か ら 、 ト グ ル レ バ ー １ ７ の 遮 断 並 び に 動 力 蓄
積 体 ８ の ロ ッ ク が 中 断 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 図 ２ ０ 中 で は 放 出 過 程 は 終 了 し て お り 、 ま た 、 移 動 自 在 な 家 具 部 品 ３ は そ の 最 初 の 開 姿
勢 Oま で 到 達 し た 。 動 力 蓄 積 体 ８ の 緊 張 を 緩 め る こ と に よ り 連 結 部 材 １ ４ は 左 へ 、 ま た 、
連 結 部 材 １ ４ を 仲 立 ち と し て 放 出 部 材 ５ は ケ ー ス ２ ０ か ら 開 方 向 へ 移 動 さ せ ら れ た 。 放 出
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部 材 ５ の 移 動 自 在 な 家 具 部 品 ３ と の 結 合 は 、 同 様 に 滑 車 ２ ９ を 介 し て 行 う の で 、 移 動 自 在
な 家 具 部 品 ３ は 容 易 に 放 出 部 材 ５ に 沿 っ て ス ラ イ ド 可 能 と な る 。 軸 受 部 材 １ ３ の 更 な る 飛
び 出 し 移 動 は ケ ー ス 中 に セ ッ ト さ れ て い る ス ト ッ パ ２ ２ （ 図 １ ６ a） に よ っ て 阻 止 さ れ る
。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 開 過 程 に お い て 放 出 部 材 ５ の 駆 動 歯 車 ４ １ を 介 し て 左 へ 移 動 さ せ ら れ る 偏 心 輪 を 呈 し て
い る 回 転 体 ３ ３ が 、 駆 動 歯 車 ４ １ の 通 過 後 、 移 動 自 在 な 家 具 部 品 を 閉 じ る 際 に 駆 動 歯 車 ４
１ が 偏 心 輪 を 呈 し て い る 回 転 体 ３ ３ を 再 び 把 持 す る こ と の で き る 姿 勢 ま で 戻 る こ と が で き
る た め 、 ケ ー ス ２ ０ と 偏 心 輪 を 呈 し て い る 回 転 体 ３ ３ と の 間 に ひ げ ぜ ん ま い ３ ２ を 設 け て
あ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 移 動 自 在 な 家 具 部 品 ３ の 開 の 最 終 姿 勢 Eは 、 図 ２ １ a中 に 図 示 さ れ て い る 。 図 ２ １ aと 比
較 す る と 、 こ の 移 動 自 在 な 家 具 部 品 ３ 、 放 出 部 材 ５ と 補 助 駆 動 装 置 １ ３ の 姿 勢 の 変 わ っ た
こ と が 明 ら か で あ る 。 こ の 移 動 自 在 な 家 具 部 品 ３ は ユ ー ザ ー の 手 に よ っ て 開 の 最 終 姿 勢 E
ま で 運 ば れ た の で 、 補 助 駆 動 装 置 ２ ３ は 緊 張 を 緩 め る こ と が で き 、 ま た 、 放 出 部 材 ５ は 移
動 自 在 な 家 具 部 品 ３ の 動 き に 従 う こ と が で き た 。 ピ ニ オ ン １ ２ の 姿 勢 も 同 じ く 、 放 出 部 材
５ の 上 部 ２ ７ に 設 け ら れ て い る 歯 車 状 の 部 分 Zと 関 連 し て 変 え ら れ て い る 、 即 ち 、 こ の 歯
車 状 の 部 分 Zへ の ピ ニ オ ン １ ２ の 噛 込 み は 、 こ こ で は 、 滑 車 ２ ９ に よ っ て 更 に 引 き 離 さ れ
た 歯 車 状 の 部 分 Zの 点 で 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 図 ２ １ bは 、 図 ２ １ a中 に 図 示 さ れ て い る 放 出 部 材 ４ の 姿 勢 に 対 応 し て い る が 、 制 動 体 １
９ の 表 面 と 継 手 １ ６ の こ れ に 対 応 す る 部 分 Z’ が 既 に 最 初 の 実 施 例 に お い て 歯 車 状 に 形 成
さ れ て い る 点 だ け が 異 な っ て い る 。 ま た も や 制 動 体 １ ９ の 継 手 １ ６ と の 不 意 の 噛 込 み を 避
け る た め 、 継 手 １ ６ に 案 内 部 材 ３ ０ が セ ッ ト さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 こ こ に お い て 移 動 自 在 な 家 具 部 品 ３ が 、 そ の 開 の 最 終 姿 勢 か ら 、 閉 方 向 SRへ 移 動 さ せ ら
れ る と 、 図 ２ ２ aと 図 ２ ３ 中 に 図 示 さ れ て い る 通 り 、 先 ず 制 動 体 １ ９ が 継 手 １ ６ の 一 部 分 Z
’ と 噛 み 込 む こ と に な る 。 こ れ に よ っ て 放 出 部 材 ５ の Z’ 部 分 に 沿 っ て の ピ ニ オ ン １ ２ の
回 転 は 阻 止 さ れ 、 ま た 、 閉 方 向 SRへ 放 出 部 材 ５ を 移 動 さ せ る こ と に よ り 継 手 １ ６ は ケ ー ス
２ ０ の 中 へ 進 入 す る こ と に な る 。 ク ラ ッ チ １ ６ と こ れ に 止 め ら れ て い る ト グ ル レ バ ー １ ７
を 介 し て 、 連 結 部 材 １ ４ は 、 駆 動 装 置 ６ の 動 力 蓄 積 体 ８ へ の 動 力 の 蓄 積 が 完 了 す る ま で 、
右 へ 移 動 さ せ ら れ る 。 こ れ と 同 時 に 、 こ の 動 作 に 伴 っ て 補 助 駆 動 装 置 ２ ３ に も 動 力 の 蓄 積
が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 図 ２ ２ bは こ れ ま た 、 そ こ で は 制 動 体 １ ９ の 表 面 と 継 手 １ ６ の 一 部 分 Z’ が 歯 車 状 に 形 成
さ れ て い る 変 形 を 図 示 し て い る 。 こ こ で は 、 制 動 体 １ ９ と 継 手 １ ６ の 歯 車 状 の 一 部 分 Z’
が 、 そ の 都 度 、 制 動 体 １ ９ の 歯 先 が 継 手 １ ６ の 一 部 分 Z’ に 沿 っ て 歯 元 の 中 へ 噛 み 込 む こ
と に よ り 、 放 出 部 材 ５ 並 び に 可 動 部 品 ３ の 不 意 な 動 き を 阻 止 可 能 と な る よ う に 、 相 互 に 噛
み 合 わ せ る 措 置 が 案 内 部 材 ３ ０ を 用 い て 確 保 さ れ て い る こ と 分 か る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 図 ２ ４ は 、 デ ッ ド ポ イ ン ト 機 構 の レ バ ー １ ５ が ト グ ル レ バ ー １ ７ の デ ッ ド ポ イ ン ト を 既
に 越 え て し ま っ た こ と に よ り 、 駆 動 装 置 ６ の 動 力 蓄 積 体 ８ は ロ ッ ク 状 態 に あ る 点 に よ り 図
２ ３ と 相 違 し て い る 。 従 っ て 動 力 蓄 積 体 ８ へ の 動 力 の 蓄 積 過 程 は 、 移 動 自 在 の 家 具 部 品 ３
が そ の 最 初 の 開 姿 勢 Oに 再 び 達 す る 前 に 、 中 断 し て し ま っ て い る 。 動 力 蓄 積 体 ８ へ の 動 力
の 蓄 積 過 程 が 終 了 し て し ま う と 、 移 動 自 在 な 家 具 部 品 ３ の 閉 区 間 の 内 、 残 っ て い る 一 部 の
区 間 で は 、 ロ ッ ク 解 除 機 構 ２ ５ の ロ ッ ク 解 除 部 材 ２ ６ が 移 動 自 在 な 家 具 部 品 ３ に 遊 び 無 し
に 隣 接 さ せ ら れ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 こ れ に 加 え て 、 図 ２ ５ か ら 明 ら か に な る 通 り 、 放 出 部 材 ５ の 上 部 ２ ７ に 、 ロ ッ ク 解 除 機
構 ２ ５ を 偏 心 輪 状 の 回 転 体 ３ ３ と 噛 み 込 む よ う に 形 成 さ れ て い る 、 駆 動 歯 車 ４ １ が つ け ら

10

20

30

40

50

(14) JP 3123373 U 2006.7.20



れ て い る 。 こ の 偏 心 輪 状 の 回 転 体 ３ ３ は 、 ケ ー ス ２ ０ 中 へ 放 出 部 材 ５ を 進 入 さ せ る 際 に 駆
動 歯 車 ４ １ が 回 転 体 ３ ３ を 把 持 す る の を 確 保 す る た め 、 上 述 の 通 り 、 ひ げ ぜ ん ま い ３ ２ の
衝 撃 を う け る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 図 ２ ５ 中 で は 駆 動 歯 車 ４ １ が 既 に 偏 心 輪 状 の 回 転 体 ３ ３ を 把 持 し て お り 、 ま た 、 こ れ を
放 出 部 材 ５ の 閉 方 向 SRへ 連 行 す る 。 放 出 部 材 ５ の こ の 運 動 中 、 動 力 蓄 積 体 ８ 用 の 放 出 装 置
４ の ロ ッ ク 部 材 は 変 化 し な い と 同 時 に 、 駆 動 装 置 ８ の ロ ッ ク も そ の ま ま で あ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 図 ２ ６ は 、 放 出 部 材 ５ の 駆 動 歯 車 ４ １ が 偏 心 輪 状 の 回 転 体 ３ ３ を そ の 一 つ の 端 姿 勢 へ 運
ん で し ま っ た 図 で あ る 。 こ の 偏 心 輪 状 の 回 転 体 ３ ３ は 図 示 さ れ て い な い 歯 車 状 の 部 分 を 介
し て ピ ニ オ ン ４ ４ お よ び 回 転 緩 衝 体 ３ ６ の 回 転 緩 衝 器 ４ ３ と 、 回 転 体 ３ ３ の リ タ ー ン 運 動
を 緩 衝 す る べ く 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 図 ２ ７ 中 で は 移 動 自 在 の 家 具 部 品 ３ が 既 に 閉 姿 勢 Sを と っ て お り 、 そ の 際 、 こ れ は ヒ ン
ジ に よ り 支 持 さ れ て い る 。 偏 心 輪 状 の 回 転 体 ３ ３ は 放 出 部 材 ５ の 駆 動 歯 車 ４ １ を 介 し て 固
定 さ れ て 、 緩 衝 体 ３ ６ に よ り 左 へ 移 動 さ せ ら れ て い る こ と か ら 、 偏 心 輪 状 の 回 転 体 ３ ３ と
ロ ッ ク 解 除 部 材 ２ ６ 間 に 形 成 さ れ て い る ロ ッ カ ジ ョ イ ン ト に 基 づ き 、 ロ ッ ク 解 除 部 材 ２ ６
は ケ ー ス ２ ０ か ら 移 動 自 在 の 家 具 部 品 ３ の 方 向 へ 移 動 さ せ ら れ る 、 即 ち 、 ロ ッ ク 解 除 部 材
２ ６ が 移 動 自 在 の 家 具 部 品 ３ に 遊 び な し に 接 す る ま で 移 動 さ せ ら れ る （ 図 ２ ８ ） 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 図 ２ ８ 中 に 図 示 さ れ て い る 姿 勢 は 、 図 １ ７ 中 に 図 示 さ れ て い る 姿 勢 に 対 応 し て い る 。 即
ち 、 放 出 部 材 ５ は ロ ッ ク さ れ た 駆 動 装 置 ６ の 付 近 で 出 発 姿 勢 を と っ て お り 、 移 動 自 在 の 家
具 部 品 ３ は 閉 姿 勢 S、 そ し て ロ ッ ク 解 除 部 材 ２ ６ は 移 動 自 在 な 家 具 部 品 ３ に 遊 び 無 し に 接
し て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ４ 】
【 図 １ 】 回 転 自 在 に 軸 受 け さ れ て い る 移 動 自 在 な 家 具 部 品 を 持 つ 本 考 案 に 係 る 最 初 の 実 施
例 の 家 具 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ａ 】 移 動 自 在 な 家 具 部 品 と 放 出 部 材 を 示 す 上 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ｂ 】 移 動 自 在 な 家 具 部 品 と 放 出 部 材 を 示 す 上 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ｃ 】 移 動 自 在 な 家 具 部 品 と 放 出 部 材 を 示 す 上 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ｄ 】 移 動 自 在 な 家 具 部 品 と 放 出 部 材 を 示 す 上 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ａ 】 移 動 自 在 な 家 具 部 品 の 姿 勢 を 模 式 的 に 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ ｂ 】 移 動 自 在 な 家 具 部 品 の 姿 勢 を 模 式 的 に 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ ｃ 】 移 動 自 在 な 家 具 部 品 の 姿 勢 を 模 式 的 に 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ４ ａ 】 放 出 部 材 の 姿 勢 を 模 式 的 に 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ４ ｂ 】 放 出 部 材 の 姿 勢 を 模 式 的 に 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ４ ｃ 】 放 出 部 材 の 姿 勢 を 模 式 的 に 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ５ ａ 】 本 考 案 の 第 １ 実 施 例 の 放 出 装 置 の 分 解 図 で あ る 。
【 図 ５ ｂ 】 第 １ 実 施 例 の 放 出 装 置 の 上 部 の 背 面 図 で あ る 。
【 図 ６ ａ 】 第 １ 実 施 例 の 閉 状 態 の 移 動 自 在 な 家 具 部 品 の 一 部 と 放 出 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ ｂ 】 第 １ 実 施 例 の 、 閉 状 態 の 移 動 自 在 な 家 具 部 品 の 一 部 と 放 出 装 置 の 断 面 図 で あ る
。
【 図 ７ 】 第 １ 実 施 例 の 、 閉 状 態 で 力 を 加 え ら れ た 移 動 自 在 な 家 具 部 品 の 一 部 と 、 放 出 装 置
の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 第 １ 実 施 例 の 、 開 過 程 に あ る 移 動 自 在 な 家 具 部 品 の 一 部 と 、 放 出 装 置 の 断 面 図 で
あ る 。
【 図 ９ 】 第 １ 実 施 例 の 、 開 過 程 に あ る 移 動 自 在 な 家 具 部 品 の 一 部 と 、 放 出 装 置 の 断 面 図 で
あ る 。
【 図 １ ０ 】 第 １ 実 施 例 の 、 開 状 態 で 、 閉 じ る 方 向 の 力 を 加 え ら れ た 移 動 自 在 な 家 具 部 品 の
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一 部 と 、 放 出 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ ａ 】 第 １ 実 施 例 の 、 閉 過 程 に あ る 移 動 自 在 な 家 具 部 品 の 一 部 と 、 放 出 装 置 の 断 面
図 で あ る 。
【 図 １ １ ｂ 】 第 １ 実 施 例 の 、 閉 過 程 に あ る 移 動 自 在 な 家 具 部 品 の 一 部 と 、 放 出 装 置 の 断 面
図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 第 １ 実 施 例 の 、 閉 過 程 に あ る 移 動 自 在 な 家 具 部 品 の 一 部 と 、 放 出 装 置 の 断 面 図
で あ る 。
【 図 １ ３ 】 第 １ 実 施 例 の 、 閉 過 程 に あ る 移 動 自 在 な 家 具 部 品 の 一 部 と 、 放 出 装 置 の 断 面 図
で あ る 。
【 図 １ ４ 】 第 １ 実 施 例 の 、 閉 状 態 と な っ た 移 動 自 在 な 家 具 部 品 の 一 部 と 、 放 出 装 置 の 断 面
図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 第 １ 実 施 例 の 、 閉 状 態 で 、 開 く 方 向 の 力 を 加 え ら れ た 移 動 自 在 な 家 具 部 品 の 一
部 と 放 出 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ ａ 】 本 考 案 の 第 ２ 実 施 例 の 放 出 装 置 の 分 解 図 で あ る 。
【 図 １ ６ ｂ 】 第 2実 施 例 の 、 放 出 部 材 の 上 部 の 背 面 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 第 ２ 実 施 例 の 、 閉 状 態 で 力 を 加 え ら れ た 移 動 自 在 な 家 具 部 品 の 一 部 と 、 放 出 装
置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 第 ２ 実 施 例 の 、 閉 状 態 で 力 を 加 え ら れ た 移 動 自 在 な 家 具 部 品 の 一 部 と 、 放 出 装
置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 第 ２ 実 施 例 の 、 開 過 程 に あ る 移 動 自 在 な 家 具 部 品 の 一 部 と 、 放 出 装 置 の 断 面 図
で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 第 ２ 実 施 例 の 、 開 過 程 に あ る 移 動 自 在 な 家 具 部 品 の 一 部 と 放 出 装 置 の 断 面 図 で
あ る 。
【 図 ２ １ ａ 】 第 ２ 実 施 例 の 、 開 過 程 に あ る 移 動 自 在 な 家 具 部 品 の 一 部 と 放 出 装 置 の 断 面 図
で あ る 。
【 図 ２ １ ｂ 】 第 ２ 実 施 例 の 、 図 ２ １ ａ の 状 態 に あ る 放 出 装 置 の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ ａ 】 第 ２ 実 施 例 の 、 第 ２ の 実 施 例 の 、 閉 過 程 に あ る 移 動 自 在 な 家 具 部 品 の 一 部 と
放 出 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ ｂ 】 第 ２ 実 施 例 の 、 図 ２ ２ ａ の 状 態 に あ る 放 出 装 置 の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 第 ２ 実 施 例 の 、 閉 過 程 に あ る 移 動 自 在 な 家 具 部 品 の 一 部 と 放 出 装 置 の 断 面 図 で
あ る 。
【 図 ２ ４ 】 第 ２ 実 施 例 の 、 閉 過 程 に あ る 移 動 自 在 な 家 具 部 品 の 一 部 と 放 出 装 置 の 断 面 図 で
あ る 。
【 図 ２ ５ 】 第 ２ 実 施 例 の 、 閉 過 程 に あ る 移 動 自 在 な 家 具 部 品 の 一 部 と 放 出 装 置 の 断 面 図 で
あ る 。
【 図 ２ ６ 】 第 ２ 実 施 例 の 、 閉 過 程 に あ る 移 動 自 在 な 家 具 部 品 の 一 部 と 放 出 装 置 の 断 面 図 で
あ る 。
【 図 ２ ７ 】 第 ２ 実 施 例 の 、 閉 過 程 に あ る 移 動 自 在 な 家 具 部 品 の 一 部 と 放 出 装 置 の 断 面 図 で
あ る 。
【 図 ２ ８ 】 第 ２ 実 施 例 の 、 閉 状 態 の 移 動 自 在 な 家 具 部 品 の 一 部 と 放 出 装 置 の 断 面 図 で あ る
。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ５ 】
１ 　 家 具
２ 　 家 具 ケ ー ス
３ 　 家 具 部 品
４ 　 放 出 装 置
５ 　 放 出 部 材
６ 　 放 出 部 材 用 駆 動 装 置
７ 　 支 持 ク リ ッ プ
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８ 　 動 力 蓄 積 体
９ 　 調 整 対
１ ０ 　 凹 部
１ ２ ， ４ ４ 　 ピ ニ オ ン
１ ３ 　 軸 受 部 材
１ ４ 　 連 結 部 材
１ ５ 　 レ バ ー
１ ６ 　 継 手
１ ７ 　 ト グ ル レ バ ー
１ ８ 、 １ ８ ’ 　 ハ ン ド ル
１ ９ 　 制 動 体
２ ０ 　 ケ ー ス
２ １ 　 出 口 開 口
２ ２ 　 停 止 部 材
２ ３ ， ２ ３ ’ 　 補 助 駆 動 装 置
２ ４ ， ２ ４ ’ 　 ア ー ム
２ ５ 　 ロ ッ ク 解 除 機 構
２ ６ 　 放 出 部 材
２ ７ 　 放 出 部 材 の 上 部
２ ７ ’ 　 放 出 部 材 の 下 部
２ ８ 　 ヒ ン ジ
２ ９ 　 滑 車
３ ０ 　 案 内 部 材
３ ２ 　 ひ げ ぜ ん ま い
３ ３ 　 回 転 体
３ ４ 　 調 整 体
３ ５ 　 ロ ッ ク 解 除 レ バ ー
３ ６ 　 緩 衝 体
３ ７ 　 リ タ ー ン 部 材
３ ８ 　 連 結 部 品
３ ９ ， ４ ０ 　 支 点
４ １ 　 駆 動 歯 車
４ ２ 　 軸 受 部 品
４ ３ 　 回 転 緩 衝 体
Ａ 　 ロ ッ ク 解 除 姿 勢
E　 家 具 部 品 の 最 終 姿 勢
O　 家 具 部 品 の 開 姿 勢
S　 家 具 部 品 の 閉 姿 勢
Ｏ ’ 　 放 出 課 程 修 了 後 の 放 出 部 材 の 姿 勢
Ｓ ’ 　 放 出 部 材 の 出 発 姿 勢
α 、 α ’ 、 β 、 β ’ 　 ベ ベ ル 角 度
Ｚ 、 Ｚ ’ 　 歯 車 状 の 部 分
Ｖ 　 結 線 ラ イ ン
Ｏ Ｒ 　 開 方 向
Ｓ Ｒ 　 閉 方 向
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【 図 １ 】 【 図 ２ ａ 】

【 図 ２ ｂ 】

【 図 ２ ｃ 】

【 図 ２ ｄ 】

【 図 ３ ａ 】

【 図 ３ ｂ 】
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【 図 ３ ｃ 】 【 図 ４ ａ 】

【 図 ４ ｂ 】

【 図 ４ ｃ 】 【 図 ５ ａ 】
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【 図 ５ ｂ 】

【 図 ６ ａ 】

【 図 ６ ｂ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ ａ 】 【 図 １ １ ｂ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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【 図 １ ６ ａ 】 【 図 １ ６ ｂ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ ａ 】

【 図 ２ １ ｂ 】

【 図 ２ ２ ａ 】

【 図 ２ ２ ｂ 】

【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】
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【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】

【 図 ２ ８ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 5月 9日 (2006.5.9)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 １ つ の 家 具 ケ ー ス と 、 こ の 家 具 ケ ー ス 中 又 は こ の 家 具 ケ ー ス に 接 し て 移 動 自 在 に 軸 受 け
さ れ て い る １ 個 の 家 具 部 品 と 、 こ の 移 動 自 在 な 家 具 部 品 を 閉 姿 勢 か ら 最 初 の 開 姿 勢 ま で 移
動 さ せ る た め の 少 な く と も １ 個 の 放 出 部 材 と 、 こ の 放 出 部 材 の た め の 少 な く と も １ 個 の ロ
ッ ク 可 能 な 駆 動 装 置 を 持 っ て い る 放 出 装 置 と 、 こ の 駆 動 装 置 の ロ ッ ク を 解 除 す る た め の 一
つ の ロ ッ ク 解 除 部 材 を 備 え て い る 家 具 で あ っ て 、
こ の ロ ッ ク 解 除 部 材 は 移 動 自 在 の 家 具 部 品 を 用 い て 操 作 可 能 で あ り 、
前 記 ロ ッ ク 解 除 部 材 (２ ６ )は ロ ッ ク 解 除 機 構 (２ ５ )の 一 部 で あ り 、 該 ロ ッ ク 解 除 機 構 は 、
前 記 ロ ッ ク 解 除 部 材 (２ ６ )を 前 記 移 動 自 在 な 家 具 部 品 (３ )に 閉 姿 勢 (S)の ま ま 遊 び 無 し に
隣 接 す る よ う に 形 成 さ れ 、 か つ 設 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 家 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ロ ッ ク 解 除 機 構 (２ ５ )は 、 前 記 ロ ッ ク 解 除 部 材 (２ ６ )以 外 に 、 偏 心 輪 の 形 を 呈 し て
い る １ 個 の 回 転 体 (３ ３ )を 備 え て お り 、 そ こ に お い て 前 記 ロ ッ ク 解 除 部 材 (２ ６ )と 前 記 回
転 体 (３ ３ )は 歯 車 に よ り 連 結 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 家 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 回 転 体 (３ ３ )は 動 力 蓄 積 体 と し て 形 成 さ れ て い る リ タ ー ン 部 材 (３ ７ 、 ４ ３ )か ら の
衝 撃 を 受 け る よ う に 構 成 さ れ て お り 、 更 に 好 適 に は 、 放 出 部 材 (５ )に 設 置 さ れ て い る 駆 動
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歯 車 (４ １ )と 噛 み 合 う べ く 形 成 さ れ て お り 、
移 動 さ れ た 当 該 駆 動 歯 車 (４ １ )が 前 記 回 転 体 (３ ３ )と 噛 み 合 っ た 結 果 、 前 記 回 転 体 (３ ３ )
が 回 転 中 の 前 記 動 力 蓄 積 体 に 動 力 を 蓄 積 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 家
具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 リ タ ー ン 部 材 (３ ７ 、 ４ ３ )の 作 用 力 が 、 ヒ ン ジ (２ ８ )、 又 は 、 そ れ に よ っ て 前 記 移
動 自 在 の 家 具 部 品 (３ )が 閉 姿 勢 （ S） に 支 持 さ れ て い る 補 助 駆 動 装 置 (２ ３ )の 作 用 力 よ り
弱 い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 家 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ロ ッ ク 解 除 機 構 (２ ５ )が 、 レ バ ー 状 の 連 結 部 品 (３ ８ )を 介 し て ロ ッ ク 機 構 (１ ５ 、
１ ６ 、 １ ７ )と 結 ば れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 家
具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ロ ッ ク 解 除 機 構 (２ ５ )は 、 少 な く と も １ 個 の ロ ッ ク 解 除 部 材 (２ ６ )と 、 更 に 好 適 に
は 偏 心 輪 の 形 を 呈 し て い る １ 個 の 回 転 体 (３ ３ )と 、 く さ び 形 の 調 整 体 (３ ４ )と 、 ロ ッ ク 解
除 レ バ ー (３ ５ )と 、 前 記 回 転 体 (３ ３ )と 作 用 上 連 結 さ れ る リ タ ー ン 部 材 (３ ７ )と を 備 え て
い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 家 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ロ ッ ク 解 除 機 構 (２ ５ )は 、 前 記 回 転 体 (３ ３ )に 作 用 す る ひ げ ぜ ん ま い (３ ２ )を 備 え
て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 に 記 載 の 家 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 リ タ ー ン 部 材 (３ ７ )を 用 い て ロ ッ ク が 解 除 さ れ た 前 記 回 転 体 (３ ３ )の 回 転 運 動 を 緩
衝 す る た め に 、 前 記 回 転 体 (３ ３ )へ 作 用 す る １ 個 の 緩 衝 体 (３ ６ )を 更 に 備 え て い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ６ 又 は ７ に 記 載 の 家 具 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 く さ び 形 の 調 整 部 材 (３ ４ )は 、 一 方 が 前 記 ボ ー ル ヘ ッ ド ・ ジ ョ イ ン ト を 介 し て 前 記
回 転 体 (３ ３ )と フ レ キ シ ブ ル に 連 結 さ れ て お り 、 他 方 が 好 適 に は ロ ッ カ ジ ョ イ ン ト を 介 し
て 前 記 ロ ッ ク 解 除 部 材 (２ ６ )と フ レ キ シ ブ ル に 連 結 さ れ て い る か 、 或 い は 連 結 可 能 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 乃 至 ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 家 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 レ バ ー 状 の 連 結 部 品 (３ ８ )は 、 そ の 一 方 の 端 部 が 、 前 記 ロ ッ ク 解 除 機 構 (２ ５ )の 前
記 ロ ッ ク 解 除 レ バ ー (３ ５ )と 回 転 自 在 に 連 結 さ れ て お り 、 ま た 、 そ の 向 か い 側 の 端 で は 、
１ 個 の 継 手 (１ ６ )と 回 転 自 在 に 連 結 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 乃 至 ９ の い ず れ
か １ 項 に 記 載 の 家 具 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 ロ ッ ク 解 除 機 構 (２ ５ )は 、 少 な く と も １ 個 の ロ ッ ク 解 除 部 材 (２ ６ )と 、 偏 心 輪 の 形
を 呈 し て い る 回 転 体 (３ ３ )と 、 該 回 転 体 (３ ３ )と ピ ニ オ ン (４ ４ )を 介 し て 連 結 さ れ て い る
リ タ ー ン 部 材 (４ ３ )と 、 該 リ タ ー ン 部 材 (４ ３ )用 の 軸 受 部 品 (４ ２ )と を 備 え て い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 乃 至 ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 家 具 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 リ タ ー ン 部 材 (４ ３ )が 回 転 緩 衝 体 と し て 形 成 い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
１ に 記 載 の 家 具 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 回 転 体 (３ ３ )が 、 前 記 ロ ッ ク 解 除 部 材 (２ ６ )と 、 １ 個 の ロ ッ カ ジ ョ イ ン ト を 介 し て
連 結 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 又 は １ ２ に 記 載 の 家 具 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 レ バ ー 状 の 連 結 部 品 (３ ８ )は 、 そ の 一 方 の 端 部 が 前 記 軸 受 部 品 (４ ２ )と 回 転 自 在 に
連 結 さ れ て お り 、 ま た 、 そ の 向 か い 側 の 他 端 部 で は 、 前 記 継 手 (１ ６ )に 設 け ら れ て い る １
つ の 突 起 (４ ６ )と 噛 み 合 わ せ る た め に 形 成 さ れ て い る １ つ の も ど り 止 め (４ ５ )を 持 っ て い
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 乃 至 １ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 家 具 。
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